
藍
澤
南
城
田
園
詩
訳
注
稿
日

村
山
　
敬
三

ま
え
が
き

　
本
訳
註
は
本
誌
前
号
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
底
本
は
新
潟
県
立
図
書
館
蔵
の
『
南
城
山
人
三
飴
集
』
（
全
十
七
巻
、
自
筆
稿
本
）
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
含
め
て
、
凡
例
は
前
号
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
今
回
訳
注
を
試
み
た
作
品
は
『
南
城
山
人
三
飴
集
』
（
以
下
「
三

余
集
」
と
略
す
）
の
巻
七
か
ら
巻
十
ま
で
の
四
巻
か
ら
選
ん
だ
。
こ
の
四
巻
に
特
定
し
た
理
由
は
特
に
な
く
、
結
果
と
し
て
そ
う
な
っ

た
に
過
ぎ
な
い
。
巻
七
か
ら
巻
十
は
南
城
五
十
三
歳
か
ら
五
十
六
歳
の
こ
ろ
の
作
品
か
と
思
わ
れ
る
。
弘
化
元
年
か
ら
弘
化
四
年
に
あ

た
る
。
南
城
の
私
塾
三
鹸
堂
は
、
農
村
地
域
（
現
在
の
新
潟
県
柏
崎
市
南
条
）
に
あ
っ
た
。
南
城
は
1
1
1
＆
＄
堂
で
の
教
育
の
か
た
わ
ら
付

近
の
村
や
山
を
よ
く
歩
き
、
多
く
の
田
園
詩
を
作
っ
て
い
る
。
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o
　
孟
夏
朔
遊
山
。

　
　
〔
巻
七
〕

山
菜
方
剛
、
猶
有
可
采
。
（
孟
夏
朔
は
山
に
遊
ぶ
。
山
菜
方
に
剛
け
れ
ど
、
猶
ほ
采
る
べ
き
有
り
。
）
　
そ
の
一

紫
其
脱
帽
蕨
開
拳

柔
者
方
剛
濯
濯
山

ぜ
ん

ま
い
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
び

紫
箕
帽
を
脱
し
、
蕨
拳
を
開
く
。

　
　
　
ま
さ
　
　
ご
は
　
　
　
　
た
く
た
く

柔
き
者
方
に
剛
し
、
濯
濯
た
る
山
。



夷
齊
拙
　
當
年
餓

嫌
葉
雁
無
不
可
餐

　
　
　
い
せ
い

　

夷
齊
は
拙
し
、
當
年
の
餓
ゑ
。

　
ど
ん
え
ふ
　
　
　
　
く
ら

　

撤
葉
雁
に
餐
ふ
べ
か
ら
ざ
る
無
か
る
べ
し
。

　
　
　
〔
用
通
韻
〕

（脚
韻
上
平
声
一
五
剛
、
山
　
上
平
声
十
四
寒
、
餐

通
押
）

【語
注
】

o
紫
其
脱
帽
蕨
開
拳
…
「
紫
箕
」
は
ぜ
ん
ま
い
。
「
脱
帽
」
は
か
ぶ
り
も
の
を
ぬ
ぐ
こ
と
。
南
宋
、
楊
万
里
の
「
初
食
筆
蕨
（
初

め
百
報
薦
を
食
ふ
）
」
に
『
焦
鳳
烹
龍
世
浪
傳
　
狸
唇
熊
掌
我
無
縁
　
只
逢
筈
蕨
杯
盤
日
　
便
是
山
林
富
貴
天
　
稗
子
玉
膚
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
に
　
せ
い
し
ん
い
う
し
や
う

脱
錦
　
小
見
紫
腎
未
開
拳
　
只
嫌
嶺
外
無
珍
撰
　
一
味
春
疏
不
直
銭
（
鳳
を
魚
、
龍
を
烹
る
は
世
浪
の
傳
、
狸
唇
熊
掌
は
我
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
ひ

縁
無
し
。
只
筆
蕨
杯
盤
の
日
に
逢
ふ
は
、
便
ち
是
れ
山
林
富
貴
の
天
。
稗
子
玉
膚
新
た
に
錦
を
脱
ぎ
、
小
克
紫
腎
未
だ
拳
を
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ん
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た

か
ず
。
ロ
ハ
嶺
外
に
珍
撰
無
き
を
嫌
ふ
o
一
た
び
春
疏
を
味
へ
ば
銭
に
直
ら
ず
。
）
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
う
か
う

o
柔
者
方
剛
濯
濯
山
…
「
剛
」
は
か
た
い
。
「
濯
濯
」
は
光
り
輝
く
さ
ま
。
『
毛
詩
』
大
雅
「
松
高
」
に
「
四
牡
矯
橋
　
鉤
膚
濯
濯

　
　
　
き
や
く
き
や
く
　
　
　
　
　
こ
う
よ
う

（四
牡
踊
矯
と
し
て
、
鉤
膚
濯
濯
た
り
。
）
」
、
毛
傳
に
「
濯
濯
，
光
明
也
（
濯
濯
は
，
光
明
な
り
）
。
」
と
あ
る
。
「
孟
夏
」
は
陰

暦
の
四
月
、
山
菜
を
採
る
に
は
も
う
遅
い
。

o
夷
齊
拙
　
當
年
餓
…
「
夷
齊
」
は
伯
夷
と
叔
斉
の
兄
m
｝
o
　
r
當
年
」
は
そ
の
頃
、
当
時
。
伯
夷
と
叔
斉
は
武
王
の
股
討
伐
に
反

対
し
て
周
の
も
の
を
食
べ
ず
、
首
陽
山
に
住
ん
で
薇
を
と
っ
て
食
べ
た
。
『
史
記
』
伯
夷
列
伝
に
「
天
下
宗
周
、
而
伯
夷
叔
齊

恥
之
、
義
不
食
周
粟
、
隠
於
首
陽
山
、
采
薇
而
食
之
。
（
天
下
周
を
宗
と
し
て
、
伯
夷
叔
齊
之
を
恥
ぢ
、
義
と
し
て
周
の
粟
を

食
せ
ず
、
首
陽
山
に
隠
れ
、
薇
を
采
り
て
之
を
食
ふ
。
）
」
な
ど
と
あ
る
。

。
鰍
葉
…
草
木
の
若
葉
。
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【現
代
語
訳
】

　
　
　
初
夏
、
月
の
第
一
日
め
に
山
に
遊
ぶ
。
山
菜
は
固
い
。
そ
れ
で
も
採
っ
て
よ
い
も
の
は
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
び

ぜ
ん

ま
い
は
か
ぶ
り
も
の
を
脱
ぎ
、
蕨
は
こ
ぶ
し
を
開
い
て
い
る
。

柔
ら
か
い
も
の
が
今
は
も
う
固
く
な
っ
て
い
る
、
日
の
光
が
強
く
な
っ
た
山
で
は
。

伯
夷
と
叔
斉
は
愚
か
だ
っ
た
、
彼
ら
は
そ
の
当
時
餓
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
。

木
の
若
葉
に
は
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
の
だ
よ
。

孟
夏
朔
遊
山
。
山
菜
方
剛
、
猶
有
可
采
。
　
そ
の
二

凶
年
草
食
泣
山
民

摘
黒
丑
明
一
牙
纏
伽
度
春

今
日
采
蕨
陵
上
望

午
炊
煙
盛
不
知
貧

　
　
　
　
さ
う
し
よ
く

　

凶
年
草
食
、
山
民
を
泣
か
し
む
o

　
　
　
は
う
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
つ
か

　

萌
芽
を
摘
蓋
し
て
纏
に
春
を
度
る
。

　
　
　
わ
ら
び
　
　
　
　
　
　
り
よ
う
じ
よ
う

　

今
日
蕨
を
采
り
て
陵
上
に
望
め
ば
、

　

午
炊
の
煙
は
盛
ん
に
し
て
貧
を
知
ら
ず
。

（脚
韻
上
平
声
二
真
、
民
・
春
・
貧
）

【語
注
】

o

草
食
…
草
を
食
う
。

草
食
、
五
百
雀
人
o

あ
る
。

そ
の
一

飢
え
て
食
な
き
も
の
に
い
う
。
『
後
漢
書
』
列
傳
第
二
十
九
、
王
望
傳
に
「
望
行
部
、
道
見
飢
者
。
裸
行

　
　
　
　
　
め
ぐ

（望
、
部
を
行
り
、
道
に
飢
ゑ
た
る
者
を
見
る
。
裸
に
て
行
き
草
食
す
る
こ
と
、
五
百
飴
人
な
り
。
）
」
と

一一　63一



o

萌
芽
…
出
た
ば
か
り
の
芽
。
め
ば
え
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
ぎ
よ
う

o
度
春
…
春
の
日
を
過
ご
す
。
唐
、
楊
凝
の
「
春
怨
」
に
「
花
浦
簾
瀧
欲
度
春
此
時
夫
婿
在
成
秦
緑
窟
孤
寝
難
成
療
紫
燕
讐
飛
似

　
　
　
　
　
　
れ
ん
ろ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
よ
く
さ
う
　
　
　
　
　
　
び

弄
人
（
花
、
簾
瀧
に
満
ち
春
を
度
ら
ん
と
欲
す
。
此
の
時
夫
婿
成
秦
に
在
り
。
緑
宙
孤
寝
、
療
を
成
し
難
し
。
紫
燕
隻
飛
し
て

人
を
弄
す
る
に
似
た
り
。
）
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

o
不
知
貧
…
秦
系
の
「
山
中
書
懐
寄
張
建
封
大
夫
（
山
中
に
書
し
て
懐
ひ
を
張
建
封
大
夫
に
寄
す
）
」
に
「
昨
日
年
催
白
髪
新
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ろ
く

如
粟
鹿
不
知
貧
（
昨
日
年
催
し
て
白
髪
新
た
に
、
身
粟
鹿
の
ご
と
く
貧
を
知
ら
ず
。
）
」
と
あ
る
。

【現
代
語
訳
】

初
夏
、
月
の
第
一
日
め
に
山
に
遊
ぶ
。
山
菜
は
固
い
。
そ
れ
で
も
採
っ
て
よ
い
も
の
は
あ
る
。
　
そ
の
二

不
作
の
年
は
食
べ
る
も
の
も
な
く
山
民
を
泣
か
せ
る
。

出
た
ば
か
り
の
芽
を
摘
み
取
っ
て
や
っ
と
春
を
過
ご
す
。

今
日
蕨
を
採
っ
て
丘
の
上
か
ら
眺
め
て
み
る
と
、

午
炊
の
煙
は
た
く
さ
ん
上
が
っ
て
ま
る
で
貧
苦
な
ど
な
い
よ
う
だ
。

孟
夏
朔
遊
山
。

吾
徒
元
是
惰
游
身

柳
摘
山
疏
衿
外
人

山
菜
方
剛
、
猶
有
可
采
。
　
そ
の
三

　
　
　
　
　
　
　
だ
い
う

　
吾
が
徒
元
是
れ
惰
游
の
身
、

い

さ
さ
　
　
さ
ん
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ニ

　
柳
か
山
疏
を
摘
み
て
外
人
に
衿
る
。
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さ
い
さ
い
か
う
を
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
ま

采
采
不
逞
論
好
悪
　
　
　
采
采
好
悪
を
論
ず
る
に
逞
あ
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
び
く
け
つ
つ
ま
ば
さ

痔
薇
堰
蕨
纈
來
頻
　
　
　
癖
薇
癌
蕨
、
纈
み
來
り
て
頻
り
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
脚
韻
上
平
声
＝
真
、
身
・
人
・
頻
）

【語
注
】

o

吾
徒
元
是
惰
游
身
…
「
徒
」
は
仲
間
、
と
も
が
ら
。
「
吾
徒
」
は
、
自
分
と
私
塾
三
絵
堂
で
学
ぶ
人
々
を
含
め
て
言
う
。
「
惰
游
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ゐ
ず
ゐ

は
、
お
こ
た
り
遊
ぶ
。
怠
け
遊
ぶ
。
『
禮
記
』
玉
藻
に
「
垂
綾
五
寸
，
惰
游
之
士
也
。
（
垂
綾
五
寸
は
，
惰
游
の
士
な
り
。
）
」
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
み
ん

に
「
惰
游
、
罷
民
也
（
惰
游
と
は
、
罷
民
な
り
）
。
」
と
あ
る
。
南
城
に
は
尊
農
思
想
が
あ
り
、
儒
学
を
学
ぶ
自
分
た
ち
よ
り
も

農
民
の
方
を
貴
い
と
考
え
て
い
る
。
南
城
の
「
尊
農
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
農
』
と
学
問
ー
藍
澤
南
城
の
教
育
ー
」
（
『
斯
文
』

第
＝
二
〇
号
、
斯
文
会
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

。

柳
…
と
り
あ
え
ず
は
。
な
ん
と
か
。
し
ば
ら
く
の
間
。

o

山
疏
…
山
中
の
野
菜
。

o
外
人
…
外
部
の
人
o
あ
る
集
団
や
範
囲
外
の
人
o
東
晋
、
陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
に
「
男
女
衣
著
、
悉
如
外
人
。
（
男
女
の

衣
著
、
悉
く
外
人
の
ご
と
し
。
）
」
ま
た
「
不
足
爲
外
人
道
也
。
（
外
人
の
爲
に
道
ふ
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
）
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
さ
さ

o

采
采
…
ど
ん
ど
ん
取
る
、
次
々
と
取
る
。
『
毛
詩
』
周
南
「
末
菖
」
に
「
采
采
茉
菖
　
薄
言
采
之
（
末
菖
を
采
り
采
り
、
薄
か

こ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
き
や
う
　
み

言
に
之
を
采
る
。
）
」
、
ま
た
同
じ
く
「
巻
耳
」
に
「
采
采
巻
耳
　
不
盈
頃
筐
（
巻
耳
を
采
り
采
る
、
頃
筐
に
盈
た
ず
。
）
」
と
あ
る
。

。

癖
薇
癌
蕨
…
「
癖
」
「
痩
」
は
、
い
ず
れ
も
や
せ
る
の
意
。
や
せ
た
蕨
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
い

o
纈
來
頻
…
「
纈
」
は
つ
ま
ば
さ
む
。
服
の
前
の
部
分
で
物
を
つ
つ
む
o
服
に
つ
つ
む
。
『
毛
詩
』
周
南
「
＋
不
菖
」
に
「
采
采
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
ば
さ

菖
　
薄
言
纈
之
（
茉
菖
を
采
り
采
り
、
薄
か
言
に
之
を
纈
む
。
）
」
と
あ
る
。
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【現
代
語
訳
】

　
　
　
初
夏
、
月
の
第
一
日
め
に
山
に
遊
ぶ
。
山
菜
は
固
い
。

自
分
た
ち
は
も
と
も
と
怠
け
遊
ん
で
い
る
身
分
、

い

さ
さ
か
山
菜
を
採
る
こ
と
を
他
の
ひ
と
に
自
負
し
て
い
る
。

ひ

た
す
ら
採
っ
て
好
き
嫌
い
を
言
っ
て
い
る
暇
は
な
い
。

や

せ
た
蕨
を
ど
ん
ど
ん
服
に
入
れ
て
ゆ
く
。

o

そ
れ
で
も
採
っ
て
よ
い
も
の
は
あ
る
。
そ
の
三

自
五
月
二
十
八
日
不
雨
、
至
七
月
十
二
日
浦
然
傾
盆
、
喜
而
賦
。

然
と
し
て
盆
を
傾
く
、
喜
び
て
賦
す
。
）
　
そ
の
一
　
〔
巻
七
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
て
ん
え
ん
か
ん

夏
天
炎
早
到
秋
天
　
　
　
夏
天
炎
早
、
秋
天
に
到
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま

一
脈
纏
除
山
下
泉
　
　
　
一
脈
纏
に
飴
す
、
山
下
の
泉
。

　
　
　

〔泉
自
入
石
出
久
早
不
洞
〕

　
　
　
　
　
　
は
ち
こ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
う
か
ん

　
　
　

〔泉
、
八
谷
よ
り
出
づ
。
久
旱
に
も
洞
れ
ず
。
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
も
ご
も
　
　
　
そ
そ

村
中
分
配
交
相
灌
　
　
　
村
中
分
配
し
、
交
§
相
灌
ぐ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん

四

百
三
十
二
段
田
　
　
　
四
百
三
十
二
段
の
田
。

　
　
　

〔南
條
村
入
百
六
十
五
石
、
田
敷
四
百
三
十
二
段
〕

（五
月
二
十
入
日
よ
り
雨
ふ
ら
ず
、
七
月
十
二
日
に
至
り
浦
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〔
南
條
村
入
百
六
十
五
石
、
田
の
敷
、
四
百
三
十
二
段
。
〕

　
　
　
　
　
　
（
脚
韻
下
平
声
一
先
、
天
・
泉
・
田
）

【語
注
】

o
傾
盆
…
水
鉢
を
覆
す
。
雨
の
烈
し
く
降
る
形
容
。
覆
盆
。

o

夏
天
炎
早
到
秋
天
…
「
炎
早
」
は
ひ
で
り
。
「
秋
」
は
秋
の
日
o
夏
の
日
照
り
が
秋
に
な
っ
て
も
続
い
て
い
る
。

o

一
脈
纏
鈴
山
下
泉
…
「
一
脈
」
は
ひ
と
す
じ
。
「
纏
」
は
や
っ
と
。
か
ろ
う
じ
て
。
「
山
下
泉
」
は
山
の
麓
の
い
ず
み
。
。
水
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
ほ
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
う
や
う

わ

き
出
る
も
と
。
水
源
。
皇
甫
曾
の
「
山
下
泉
」
で
は
「
濠
濠
帯
山
光
　
澄
澄
倒
林
影
　
那
知
石
上
喧
　
却
憶
山
中
静
（
濠
漂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
よ
う
ち
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん

と
し
て
山
光
を
帯
び
、
澄
澄
と
し
て
林
影
倒
る
。
那
ぞ
知
ら
ん
、
石
上
の
喧
し
き
を
。
却
っ
て
憶
ゆ
、
山
中
の
静
か
な
る
を
。
）
」

と
詠
わ
れ
て
い
る
。
山
か
ら
流
れ
出
る
ひ
と
す
じ
の
水
源
が
、
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ち
こ
く
さ
ん

o
八
谷
…
山
の
名
。
現
在
は
八
石
山
と
書
く
。
標
高
五
一
八
米
。
南
城
の
私
塾
三
鹸
堂
は
、
こ
の
入
石
山
の
麓
に
建
て
ら
れ
て
い

た
。
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【現
代
語
訳
】

　
　
　
五
月
二
十
八
日
か
ら
雨
が
降
ら
ず
、
七
月
十
二
日
に
な
っ
て
水
鉢
を
覆
し
た
よ
う
に
雨
が
激
し
く
降
り
出
し
た
、

　
　
　

た
o
　
そ
の
一

夏
の
日
の
ひ
で
り
は
秋
に
ま
で
続
い
た
。

山
の
ふ
も
と
の
水
源
は
、
か
ろ
う
じ
て
ひ
と
す
じ
残
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
は
ち
こ
く
さ
ん

　
　
　

〔泉
は

入
石
山
か
ら
出
て
い
る
。
長
日
照
り
に
も
洞
れ
な
か
っ
た
。
〕

喜
ん
で
作
っ



村
中
で
分
配
し
、
お
互
い
に
水
を
流
し
込
ん
だ
。

四
百
三
十
二
段
の
田
に
。

　
　
　

〔南
條
村
は
八
百
六
十
五
石
で
、
田
の
数
は
四
百
三
十
二
段
で
あ
る
。
〕

　
　
　
自
五
月
二
十
八
日
不
雨
、
至
七
月
十
二
日
柿
然
傾
盆
、
喜
而
賦
。
　
そ
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
き
　
　
　
あ
ら

西
來
涼
雨
條
炎
暉

赤
地
死
疏
魂
復
蹄

伴服
弁
田
含
緑
橦
＋
化
茂

瓠
葉
紆
青
茄
子
肥

　

西
來
涼
雨
、
炎
暉
を
液
ふ
o

　
せ
き
ち

　
赤
地
の
死
疏
、
魂
復
た
蹄
る
。

　
ふ
く
べ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
う
か

　

蕨
苗
緑
を
含
み
て
橦
花
茂
し
。

　
へ
う
え
ふ
　
　
　
の
ば

　

瓠
葉
青
を
紆
し
て
茄
子
肥
ゆ
。

（脚
韻
上
平
声
五
微
、
暉
・
蹄
・
肥
）

【語
注
】

o

西
來
…
秋
に
な
っ
て
の
意
。
「
西
」
は
四
時
で
は
秋
に
配
当
さ
れ
る
。
詩
題
に
「
七
月
十
1
　
l
日
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
旧
暦
の
初

秋
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
う
さ
ん
　
　
こ
う
え
ん
し

o
炎
暉
…
日
の
光
の
暑
い
こ
と
。
暑
い
日
の
ひ
か
り
。
三
國
魏
、
王
楽
の
「
公
謙
詩
」
に
「
涼
風
撤
蒸
暑
清
雲
郁
炎
暉
（
涼
風
蒸

　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
り
ぞ

暑
を
撤
り
、
清
雲
炎
暉
を
卸
く
。
）
」
と
あ
る
。

o

赤
地
…
土
地
が
丸
裸
に
な
る
。
旱
魅
で
地
上
の
草
木
が
皆
な
く
な
る
。

o
死
疏
…
「
疏
」
は
野
菜
と
し
て
食
用
に
で
き
る
食
物
。

・
魂
復
蹄
…
生
き
返
る
。
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ふ
く

。

服
苗
…
「
蕨
」
は
だ
い
こ
ん
。
「
苗
」
は
は
え
た
ば
か
り
の
植
物
。

o

橦
花
…
綿
の
木
o
花
の
繊
維
か
ら
綿
を
と
る
。

o
瓠
葉
…
瓠
は
ひ
さ
ご
。
フ
ク
ベ
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
一
種
。

o

肥
…
食
べ
頃
だ
。
た
っ
ぷ
り
膨
ら
む
。

【現
代
語
訳
】

　
　
　
五
月
二
十
八
日
か
ら
雨
が
ふ
ら
ず
、
七
月
十
二
日
に
な
っ
て
水
鉢
を
覆
し
た
よ
う
に
雨
が
激
し
く
降
り
出
し
た
、
喜
ん
で
作
っ

　
　
　

た
o
　
そ
の
二

秋

に
な
り
涼
し
い
雨
が
降
っ
て
き
て
、
暑
い
日
の
光
を
洗
っ
て
く
れ
た
o

草
木
も
枯
れ
た
地
面
の
野
菜
も
ま
た
よ
み
が
え
っ
た
。

大
根
は
緑
を
含
み
、
綿
の
花
は
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
る
。

ひ

さ
ご
の
葉
は
青
々
と
し
た
葉
を
伸
ば
し
、
茄
子
は
た
っ
ぷ
り
膨
ら
ん
で
い
る
。

○
　
観
農
家
園
有
感
（
農
家
の
園
を
観
て
感
有
り
）
　
〔
巻
入
〕

路
傍
農
屋
雨
三
家

流
水
激
庭
皆
種
花

紫
荊
櫻
草
紅
開
落

路
傍
の
農
屋
、
爾
三
家
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
つ

流
水
、
庭
を
激
し
て
皆
花
を
種
。

し
け
い
あ
う
さ
う
　
　
こ
う
か
い
ら
く

紫
荊
櫻
草
、
紅
開
落
、
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碧
毬
枝
上
掛
風
車

我
過
此
閻
暫
憩
軒

景
致
多
於
名
勝
園

農
夫
何
識
経
螢
巧

園
趣
從
來
出
偶
然

観
之
消
蓋
豪
華
念

綺
石
珍
卉
却
不
尊

我
亦
屋
前
疏
茄
圃

四

園
菓
木
代
籠
焚

或
勧
可
少
加
粧
鮎

我
嫌
過
分
未
敢
然

今
日
此
間
全
自
了

玄
黄
華
麗
不
如
純

　
　

【語
注
】

　
　
。
激
庭
…

　
　
　
　
r
激
」

o

紫
荊
…
樹
木
の
名
。

o

開
落
…
花
の
開
v
こ
と
と
落
ち
る
こ
と
。

　
　
へ
き
き
う

　
　
碧
毬
の
枝
上
に
風
車
を
掛
く
。

　
　
　
　
　
り
よ
　
　
よ
ぎ

　
　
我
此
の
間
を
過
り
、
暫
く
軒
に
憩
ふ
。

　
　
稟
警
名
勝
の
園
よ
り
ポ
多
し
・

　
　
農
夫
何
ぞ
識
ら
ん
、
経
管
の
巧
。

　
　
園
趣
從
來
、
偶
然
に
出
づ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
之
を
観
し
て
消
し
蓋
く
、
豪
華
の
念
。

　
　
き
せ
き
ち
ん
き

　
　
綺
石
珍
卉
、
却
っ
て
尊
か
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
じ
よ

　
　
我
も
亦
屋
前
疏
茄
の
圃
、

　
　
　
　
　
　
　
　
り
は
ん

　
　
四
園
の
菓
木
、
籠
焚
に
代
ふ
。

　
　
或
い
は
勧
む
、
少
し
く
粧
鮎
を
加
ふ
べ
し
と
。

　
　
我
過
分
を
嫌
ひ
て
未
だ
敢
て
然
せ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
か
　
さ
と

　
　
今
日
此
の
間
、
全
く
自
ら
了
る
。

　
　
げ
ん
く
わ
う
く
わ
れ
い

　
　
玄

黄
華
麗
は
純
に
如
か
ず
。

o
韻
字

家
・
花
・
車
（
麻
韻
）
、
軒
園
然
尊
焚
然
純
（
元
韻
、

　
は
一
気
に
ど
つ
と
流
す
た
め
に
、
水
を
せ
き
と
め
る
、

　
　
　
す
ほ
う
。
ハ
ナ
ズ
オ
ウ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲
い
た
り
散
っ
た
り
。

先
韻
、
真
韻
、
通
押
）
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o

碧
毬
枝
上
掛
風
車
…
「
碧
」
は
み
ど
り
、
青
緑
色
。
「
毬
」
は
ま
り
。
「
三
余
集
」
頭
注
に
「
旋
覆
花
俗
名
風
車
（
旋
覆
花
は
俗

名
風
車
）
。
」
と
あ
る
。
「
旋
覆
花
」
は
オ
グ
ル
マ
（
小
車
）
の
こ
と
。

o

間
…
さ
と
、
村
落
。

o
景
致
…
山
水
風
物
な
ど
の
お
も
む
き
。
風
致
。
景
趣
。

。

経
螢
…
家
屋
を
新
築
す
る
と
き
、
土
地
を
は
か
っ
て
土
台
を
据
え
る
こ
と
。
『
尚
書
』
召
詰
に
「
蕨
既
得
卜
、
則
経
螢
。
（
蕨
れ

既
に
ト
を
得
、
則
ち
経
管
す
。
）
」
と
あ
る
。

o
綺
石
…
う
つ
く
し
い
石
。

・

疏
茄
圃
…
疏
茄
は
野
菜
の
ゆ
で
も
の
、
菜
食
を
い
う
。

o

粧
鮎
…
か
ざ
り
た
て
る
、
め
か
す
。
装
飾
を
ほ
ど
こ
す
。

o

玄
黄
華
麗
…
「
玄
黄
」
は
美
し
い
色
、
「
華
麗
」
は
な
や
か
で
美
し
い
。
『
孔
子
家
語
』
巻
四
に
「
夫
麓
王
愛
文
武
之
制
、
而
作

玄
黄
華
麗
之
飾
、
宮
室
崇
峻
、
輿
馬
奢
修
、
而
弗
可
振
也
。
（
夫
れ
螢
王
は
文
武
の
制
を
愛
じ
て
、
玄
黄
華
麗
の
飾
を
作
り
、

　
　
　
し
う
し
ゆ
ん
　
よ
ば
　
し
や
し
　
　
　
　
す
く

宮
室
は
崇
峻
、
輿
馬
は
奢
修
に
し
て
、
振
ふ
べ
か
ら
さ
る
な
り
。
）
」
と
あ
る
。
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【現
代
語
訳
】

農
家
の

庭
を
見
て

道
ば
た
の
農
家
の
二
三
軒
、

川
の
流
れ
を
庭
で
せ
き
止
め
、

ど
の
家
も
花
を
植
え
て
い
る
。



ハ
ナ
ズ
オ
ウ
や
桜
草
の
紅
い
花
が
咲
い
た
り
散
っ
た
り
し
て
い
る
。

オ
グ
ル
マ
は
緑
の
毛
玉
を
つ
け
た
枝
の
上
に
は
風
車
を
掛
け
て
い
る
。

私
は
こ
の
集
落
に
立
ち
寄
り
、
し
ば
ら
く
軒
下
で
休
ん
だ
。

庭
の
風
趣
は
名
勝
の
庭
園
に
ま
さ
っ
て
い
る
。

農
夫
は
庭
の
設
計
な
ど
ど
う
し
て
知
ろ
う
か
。

園
趣
は
も
と
も
と
偶
然
か
ら
出
た
も
の
だ
。

こ
の
庭
を
見
て
い
る
と
豪
華
に
飾
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
は
す
っ
か
り
な
く
な
る
。

き
れ
い
な
石
や
珍
し
い
草
花
は
か
え
っ
て
尊
さ
を
感
じ
な
い
。

私
も
家
の
前
に
野
菜
畑
が
あ
る
。

四
方
の
周
り
は
果
物
の
な
る
木
が
あ
っ
て
垣
根
の
代
わ
り
に
し
て
い
る
。

も
う
少
し
飾
っ
て
も
い
い
の
で
は
と
勧
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

私

は
分
に
過
ぎ
る
の
が
嫌
な
の
で
今
ま
で
無
理
に
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

今
日
こ
う
し
て
見
て
い
て
全
く
自
分
で
悟
っ
た
。

美
し
い
色
や
華
美
は
自
然
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
に
及
ば
な
い
と
。
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o
　
山
寺
見
有
藥

　
　
　
し
や
く
や
く

（山
寺
に
R
藥
を
見
る
）

〔巻
八
〕

昔
入
鄭
風
湊
浦
吟

昔
入
る
、

　
　
　
し
ん
ゐ

鄭
風
湊
泊
の
吟
。



如
今
植
在
貝
多
林

莫
爲
緯
約
嬌
柔
態

菩
薩
恐
牽
煩
悩
心

　
じ
よ
こ
ん
　
　
　
　
　
ば
い
た
り
ん

　

如
今
植
し
て
貝
多
林
に
在
り
。

　
し
や
く
や
く
け
う
じ
う

　

緯
約
嬌
柔
の
態
を
爲
す
こ
と
莫
か
れ
。

　

菩
薩
恐
ら
く
は
牽
か
ん
、
煩
悩
の
心
。

（脚
韻
下
平
声
十
二
侵
、
吟
・
林
・
心
）

【語
注
】

　
　
　
　
　
　
　
し
ん
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

。

湊
浦
吟
…
「
湊
浦
」
は
『
毛
詩
』
鄭
風
の
篇
名
。
湊
泊
に
は
「
維
士
與
女
　
伊
其
相
誰
　
贈
之
以
勺
藥
（
維
れ
士
と
女
と
、
伊

れ
其
れ
相
諺
れ
、
之
に
贈
る
に
勺
藥
を
以
て
す
）
。
」
と
力
薬
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

o

如
今
…
今
の
世
、
た
だ
い
ま
。
現
世
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
た

o

貝
多
林
…
仏
教
の
こ
と
。
貝
多
は
樹
木
の
名
、
印
度
に
産
す
。
そ
の
葉
を
水
に
涯
し
、
紙
の
代
用
に
し
て
経
を
写
す
。
『
新
唐
書
』

列
傳
第
一
百
四
十
六
上
、
西
域
上
「
天
竺
」
に
「
有
文
字
、
善
歩
暦
、
學
悉
曇
章
、
妄
日
梵
天
法
。
書
貝
多
葉
以
記
事
。
（
文

字
有
り
、
歩
暦
を
善
く
し
、
悉
曇
の
章
を
學
び
、
妄
に
梵
天
法
と
日
ふ
。
貝
多
の
葉
に
書
し
て
以
て
事
を
記
す
。
）
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ふ

。

緯
約
…
柔
弱
な
さ
ま
。
し
と
や
か
な
さ
ま
。
『
荘
子
』
迫
遙
遊
に
「
肌
膚
若
泳
壺
『
緯
約
若
庭
子
o
　
（
肌
膚
は
泳
雪
の
ご
と
く
、

緯
約
と
し
て
庭
子
の
ご
と
し
。
）
」
、
ま
た
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
「
棲
閣
玲
瀧
五
雲
起
　
其
中
緯
約
多
仙
子
（
棲
閣
は
玲
瀧
と

し
て
五
雲
起
こ
り
、
其
の
中
緯
約
と
し
て
仙
子
多
し
）
。
」
と
あ
る
。

o
嬌
柔
…
な
ま
め
か
し
く
や
わ
ら
か
。
金
、
元
好
間
の
「
楊
柳
」
に
「
楊
柳
青
青
淘
水
流
　
鷺
克
調
舌
弄
嬌
柔
（
楊
柳
青
青
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
う
じ

て
、
溝
水
流
る
。
鴛
見
調
舌
、
嬌
柔
を
弄
す
。
）
」
と
あ
る
。
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【現
代
語
訳
】

　
　
　
山
寺
で
有
薬
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
わ
い

『毛
詩
』
鄭
風
の
「
湊
清
」
に
詠
わ
れ
た
も
の
が
、
昔
日
本
に
入
っ
て
き
た
。

今
の
世
、
仏
寺
の
林
に
植
え
ら
れ
て
い
る
。

し
と
や
か
で
な
ま
め
か
し
い
姿
を
見
せ
て
は
い
け
な
い
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

菩
薩
様
は
き
っ
と
煩
悩
の
心
に
牽
か
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら
。

o
　
聞
蛙
（
蛙
を
聞
く
）
　
〔
巻
八
〕

故
城
南
北
蓋
公
田

水
満
蝦
墓
聲
課
天

ロ
ハ
是
爲
官
鳴
促
綱

私
倉
蕪
穣
不
逞
佃

　
　
　
　
　
　
　
ニ
と
ご
と

　

故
城
の
南
北
、
蓋
く
公
田
、

　
　
　
　
　
　
が
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
わ

　

水
満
ち
て
蝦
墓
の
聲
、
天
に
課
ぐ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
う

　

只
是
れ
官
の
爲
に
鳴
き
て
網
を
促
す
。

　
　
し
よ
ぷ
わ
い
　
　
た
つ
く
　
　
い
と
ま

　

私
奮
蕪
稜
し
て
佃
る
に
邊
あ
ら
ず
。

（脚
韻
下
平
声
一
先
、
田
・
天
・
佃
）
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【語
注
】

o
故
城
…
ふ
る
い
城
。
三
除
堂
の
近
く
に
平
山
城
の
南
条
毛
利
館
が
あ
っ
た
。

o
公
田
…
公
的
機
関
が
管
理
、
、
耕
営
す
る
田
。
税
金
を
納
め
る
た
め
、
共
同
で
耕
す
田
。



。

課
天

…
「
課
」
は
群
衆
が
大
声
で
は
や
す
。
ガ
マ
の
声
が
空
に
騒
が
し
く
響
く
よ
う
す
。

。

絹
…
二
人
並
ん
で
畑
仕
事
を
す
る
。
こ
こ
で
は
仲
間
と
一
緒
に
公
田
を
耕
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ぼ
う

o

私
含
…
個
人
の
田
。
「
奮
」
は
新
た
に
開
墾
し
て
三
年
た
っ
た
耕
作
地
。
『
周
易
』
元
妄
に
「
不
耕
穫
、
不
苗
奮
、
則
利
有
枚
往
。

　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う

（耕
さ
ず
し
て
穫
り
、
畜
せ
ず
し
て
奮
あ
り
。
則
ち
往
く
仮
有
る
に
利
し
。
）
」
と
あ
る
。

o
蕪
稼
…
土
地
が
荒
れ
て
雑
草
が
茂
る
。
『
楚
辞
』
九
弁
に
「
農
夫
綴
耕
而
容
與
分
　
恐
田
野
之
蕪
微
（
農
夫
耕
を
畷
め
て
容
與
し
、

　
　
　
　
ぶ
わ
い

田
野
の
蕪
微
せ
ん
こ
と
を
恐
る
）
。
」
と
あ
る
。

【現
代
語
訳
】

蛙
を
聞
く
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古
い
城
の
南
北
は
み
な
公
田
で
あ
る
。

田
に
は
水
が
満
ち
て
墓
の
声
が
空
に
騒
が
し
い
o

こ
れ
は
も
う
お
上
の
た
め
だ
け
に
鳴
い
て
、
早
く
仲
間
と
田
を
耕
せ
と
催
促
し
て
い
る
の
だ
。

個
人
の
田
は
荒
れ
て
い
る
か
ら
そ
ん
な
暇
は
な
い
の
だ
よ
。

o
　
五
日
偶
作

　
　
た
ま
た
ま

（五
日
偶
き
作
る
）

〔巻
入
〕

酒
施
店
前
菖
葉
青

し
ゆ
は
い
　
　
　
　
　
　
し
や
う
え
ふ

酒
旛
の
店
前
、
菖
葉
青
し
。



惰
農
華
飲
百
劉
伶

酔
蹄
庭
庭
荷
鋤
倒

誰
識
傍
観
我
猫
醒

　
　
だ
の
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
う
れ
い

　

惰
農
華
飲
す
、
百
劉
伶
。

　
　
す
ゐ
き
　
　
し
よ
し
よ
　
　
す
き

　

醇
蹄
し
庭
虚
に
鋤
を
荷
ひ
て
倒
る
。

　

誰
か
識
ら
ん
、
傍
観
我
凋
り
醒
め
た
る
を
。

（脚
韻
下
平
声
九
青
、
青
・
伶
・
醒
）

【語
注
】

o
酒
旛
…
酒
屋
の
は
た
。
酒
旗
。

o

惰
農
…
な
ま
け
る
農
夫
、
怠
惰
な
農
夫
。

o

劉
伶

…
晋
、
浦
国
の
人
o
竹
林
の
七
賢
の
一
人
。
酒
を
好
み
「
劉
伶
病
酒
」
の
故
事
が
あ
る
。
『
晋
書
』
列
傳
第
十
九
、
劉
伶

伝
に
「
伶
脆
祝
日
、
天
生
劉
伶
、
以
酒
爲
名
。
一
飲
一
斜
、
五
斗
解
醒
。
婦
兄
之
言
、
慎
不
可
聴
。
伍
引
酒
御
肉
、
随
然
復
酔
。

（伶
脆
祝
し
て
曰
く
、
『
天
劉
伶
を
生
む
に
、
酒
を
以
て
名
と
爲
す
。
一
飲
一
餅
、
五
斗
醒
を
解
く
。
婦
見
の
言
は
、
慎
ん
で
聴

く
べ
か
ら
ず
。
』
と
O
S
ち
酒
を
引
き
て
肉
を
御
し
、
随
然
と
し
て
復
た
酔
ふ
。
）
」
な
ど
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
ひ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
え
ん

。
酔
蹄
庭
庭
荷
鋤
倒
…
「
酔
蹄
」
は
酔
っ
て
帰
る
。
『
毛
詩
』
魯
煩
「
有
馳
」
に
「
鼓
咽
咽
酔
言
蹄
（
鼓
す
る
こ
と
咽
咽
と
し
て
、

　
　
　
　
　
こ
こ

酔
ひ
て
言
に
蹄
る
。
）
と
あ
る
。
ま
た
、
蘇
拭
の
「
吉
詳
寺
賞
牡
丹
（
吉
群
寺
に
て
牡
丹
を
賞
す
）
」
に
も
、
「
醇
蹄
扶
路
人
鷹

笑
（
醇
蹄
、
路
に
扶
け
ら
る
れ
ば
人
鷹
に
笑
ふ
べ
し
）
」
と
あ
る
。
「
荷
鋤
」
は
陶
淵
明
の
「
蹄
園
田
居
（
園
田
の
居
に
蹄
る
）
」

に
「
種
豆
南
山
下
　
草
盛
豆
苗
稀
　
最
興
理
荒
稜
　
帯
月
荷
鋤
蹄
（
豆
を
南
山
の
下
に
種
ゑ
、
草
、
豆
苗
を
盛
る
こ
と
稀
に
、

長
に
興
き
荒
稜
を
理
め
、
月
を
帯
び
鋤
を
荷
ひ
て
蹄
る
。
）
」
と
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
「
鋤
を
荷
ひ
て
」
が
「
倒
る
」
に
続
い
て

　
い
る
。
陶
淵
明
の
詩
の
興
趣
を
逆
に
利
用
し
て
ユ
ー
モ
ア
を
考
え
た
表
現
。

o
我
凋
醒
…
『
楚
辞
』
漁
父
第
七
に
「
畢
世
皆
濁
、
我
猫
清
。
衆
人
皆
酔
、
我
狗
w
a
o
　
（
世
を
畢
げ
て
皆
濁
り
、
我
猫
り
清
め
り
。
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衆
人
皆
酔
ひ
、
我
猫
り
醒
め
た
り
。
）
」
と
あ
る
。

【現
代
語
訳
】

五
日
、
た
ま
た
ま
の
作

酒
屋
の

旗
が
ひ

る
が
え
る
店
の
前
、
菖
蒲
の
葉
は
青
々
と
し
て
い
る
。

怠
け
者
の
農
夫
が
群
れ
て
酒
を
飲
ん
で
い
る
、
大
勢
い
る
ね
工
劉
伶
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
き

酔
っ
払
っ
て
帰
る
道
す
が
ら
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
鋤
を
背
負
っ
て
倒
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

で
も
誰
も
知
ら
な
い
だ
ろ
う
、
傍
観
者
の
私
だ
け
が
醒
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
。

o
　
雨
後

う
　
ご

（雨
後
）

待
雨
稲
苗
移
未
全

湧
沌
一
夕
水
川
川

朝
骸
農
功
紳
速
甚

天
涯
無
庭
不
青
田

【語
注
】

〔巻
入
〕

　
　
　
　
　
　
た
う
べ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
た

　

雨
を
待
ち
て
稲
苗
移
す
こ
と
、
未
だ
全
か
ら
ず
。

　
ば
う
だ
い
つ
せ
き
　
　
　
せ
ん
せ
ん

　

涜
柁
一
夕
、
水
川
川
。

　
　
　
お
ど
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
そ
く

　

朝
に
骸
く
、
農
功
碑
速
の
甚
だ
し
き
を
。

　
て
ん
が
い
と
こ
ろ

　

天
涯
庭
と
し
て
青
田
な
ら
ざ
る
は
無
し
。

（脚
韻
下
平
声
一
先
、
全
・
川
・
田
）

一 77一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
ん
ざ
ん
し
せ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
つ

。

傍
花
一
夕
水
川
川
…
「
＋
芳
宿
一
、
1
、
マ
」
は
大
雨
の
降
る
さ
ま
。
『
毛
詩
』
小
雅
「
漸
漸
之
石
」
に
「
月
離
干
畢
偉
湧
柁
　
（
月
、
畢
に

か
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
よ
う
き

離
り
、
傍
柁
た
ら
し
む
。
）
」
、
箋
に
「
將
有
大
雨
、
徴
氣
先
見
於
天
。
（
將
に
大
雨
有
ら
ん
と
し
、
徴
氣
先
づ
天
に
見
ゆ
。
）
」
と

あ
る
。
＝
夕
」
は
ひ
と
ば
ん
、
あ
る
夜
。
『
左
伝
』
哀
公
八
年
に
「
呉
子
聞
之
、
一
夕
三
遷
。
（
呉
子
之
を
聞
き
、
一
夕
に
三

た

び
遷

る
。
）
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
突
然
夕
立
が
や
っ
て
来
た
と
い
う
よ
う
す
。
「
川
川
」
は
、
通
常
は
大
き
い
車
な
ど
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み

お

も
お
も
し
く
遅
い
さ
ま
。
揚
雄
の
『
太
玄
経
』
難
に
「
大
車
川
川
、
上
骸
干
山
、
下
触
干
川
。
（
大
車
川
川
た
り
、
上
山
に

さ
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
し
も

較
げ
ら
れ
、
下
川
に
触
る
。
）
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
水
が
増
え
て
多
く
な
る
よ
う
す
。

o

朝
骸
農
功
肺
速
甚
…
「
農
功
」
耕
作
の
わ
ざ
。
農
事
。
「
肺
速
」
は
非
常
な
速
さ
。
迅
速
。
『
史
記
』
酷
吏
列
伝
に
「
河
内
皆
怪

其
奏
，
以
爲
肺
速
（
河
内
皆
其
の
奏
を
怪
し
み
、
以
て
祠
速
と
爲
す
）
。
」
と
あ
る
。
夕
立
の
あ
っ
た
翌
日
、
朝
に
な
っ
て
田
を

見

る
と
、
も
う
田
植
え
は
終
わ
っ
て
い
た
。

【現
代
語
訳
】

　
　
　
雨
の
あ
と

雨
を
待
っ
て
稲
の
苗
を
移
そ
う
と
し
て
、
ま
だ
作
業
は
終
わ
ら
な
い
。

夕
立
が
や
っ
て
き
て
、
水
は
田
に
満
ち
満
ち
て
い
る
。

朝
に
な
っ
て
驚
い
た
、
農
作
業
の
な
ん
と
速
い
こ
と
か
。

天
の

果
て

ま
で
青
々
と
し
た
田
が
続
い
て
い
る
。
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o

煙
雪
濠
濠
山
不
晴

遷
鶯
出
谷
始
哩
櫻

宛
似
尋
花
人
値
雨

松
陰
避
混
噂
來
聲

　
　

【語
注
】

111月
l
　
1
十
　
1
日
聞
鶯

o

煙
雪
…
煙
の
よ
う
に
降
る
雪
。

る
馬
の
圖
を
観
る
歌
）
」

v
が
ご
と
し
）
。
」
と
あ
る
。

。

遷
鶯
出
谷
始
哩
哩
…

r始
」
は
や
っ
と
～
し
た
ぱ
カ
り

始
十
八
九

り
合
う
声
。

と
あ
る
。

o
値
…
で
く
わ
す
。

か
れ
。
）
」
と
あ
る
。

　
　
　

（三
月
二
十
一
日
鶯
を
聞
く
）
　
〔
巻
九
〕

　
　
　
　
も
ロ
つ
も
ロ
つ

　
　
煙
雪
濠
濠
と
し
て
山
晴
れ
ず
。

　
　
せ
ん
あ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
う
あ
う

　
　
遷
鶯
谷
を
出
で
て
始
め
て
哩
哩
。

　
　
　
あ
た
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
宛
も
花
を
尋
ぬ
る
人
の
雨
に
値
ふ
に
似
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
へ
づ
　
　
　
　
　
　
　
こ
ゑ

　
　
松
陰
渥
を
避
け
て
噂
り
來
た
る
聲
。

（脚
韻
下
平
声
八
庚
、
晴
・
哩
・
聲
）

　
　
　
　
　
　

細
か
い
雪
。
杜
甫
の
「
章
調
録
事
宅
観
曹
將
軍
書
馬
圖
歌
（
章
誠
録
事
の
宅
に
て
曹
將
軍
董
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い

　
　
　
　

に
「
其
除
七
匹
亦
殊
絶
　
廻
若
寒
空
動
煙
雪
（
其
の
絵
七
匹
も
亦
殊
絶
、
週
と
し
て
寒
空
に
煙
雪
動

　
　
　
「
遷
鶯
」
は
黄
鳥
（
ち
ょ
う
せ
ん
う
ぐ
い
す
・
小
鳥
の
う
ぐ
い
す
）
が
ひ
く
い
谷
間
か
ら
喬
木
に
の
ぼ
る
。

　
　
　
　
．
、
　
。
『
玉
台
新
詠
』
巻
一
「
古
詩
爲
焦
仲
卿
妻
作
（
古
詩
、
焦
仲
卿
の
妻
の
爲
の
作
）
」
に
「
年

便
言
多
令
才
（
年
始
め
て
十
入
九
、
便
言
に
し
て
令
才
多
し
。
）
」
と
あ
る
。
「
哩
哩
」
は
、
鳥
が
仲
良
く
さ
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
う
た
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
う
あ
う

『毛
詩
』
小
雅
「
伐
木
」
に
「
伐
木
丁
丁
　
鳥
鳴
哩
哩
（
木
を
伐
る
こ
と
丁
丁
た
り
o
鳥
鳴
く
こ
と
哩
哩
た
り
。
）
」

　
　
『
史
記
』
酷
吏
列
伝
に
「
寧
見
乳
虎
、
無
値
寧
成
之
怒
。
（
寧
ろ
乳
虎
を
見
る
と
も
、
寧
成
の
怒
り
に
値
ふ
無
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【現
代
語
訳
】

　
　
　
三
月
二
十
一
日
に
鶯
を
聞
く

細
か

い
雪
が
降
っ
て
辺
り
は
暗
く
、
山
は
晴
れ
な
い
。

鶯
が
谷
か
ら
出
て
や
っ
と
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
と
鳴
い
た
ば
か
り
な
の
に
。

ま
る
で
花
を
見
に
来
た
人
が
雨
に
遭
っ
た
か
の
よ
う
だ
。

松
か
げ

で
、
濡
れ
る
の
を
避
け
て
さ
え
ず
る
声
が
聞
こ
え
る
。

o
　
春
雨

彌
天
膏
澤
降

蒸
地
暖
氣
横

林
隔
輕
絹
帳

山
遮
薄
紙
屏

樹
梢
初
愛
色

野
物
蓋
流
形

除
雪
兼
櫻
白

平
煙
與
変
青

し
ゆ
ん
う

（春
雨
）

〔九
巻
〕

　
　
わ
た
　
　
　
　
か
う
た
く

天
に
彌
り
て
膏
澤
降
り
、

地
を
蒸
し
て
暖
氣
横
た
は
る
。

　
　
　
　
　
け
い
せ
う
ち
や
う

林
は
隔
つ
、
輕
絹
帳
、

　
　
　
　
　
　
は
く
し
へ
い

山
は
遮
ぎ
る
、
薄
紙
屏
。

樹
梢
初
め
て
色
を
愛
じ
、

　
　
　
　
　
　
し

野
物
蓋
く
形
を
流
く
。

除
雪
櫻
を
兼
ね
て
白
く
、

平
煙
変
と
青
し
。
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か
さ

何
煩
假
蓋
事
　
　
　
何
ぞ
煩
は
さ
ん
、
蓋
を
假
る
の
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
な
が
　
　
　
　
　
　
　
て
ん

柳
趣
塾
巾
行
　
　
　
柳
か
趣
す
、
巾
を
塾
す
る
の
行
。

如
待
新
晴
日
　
　
　
如
し
新
晴
の
日
を
待
た
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

雨
中
花
或
零
　
　
　
雨
中
に
花
或
い
は
零
ち
ん
。

　
　
　
　
　
　
o
韻
字
　
横
・
屏
・
形
・
青
・
行
・
零
（
庚
韻
青
韻
、
通
押
）

　
　

【語
注
】

　
　
o
彌
天
膏
澤
降
…
「
彌
天
」
空
に
満
ち
る
。
空
一
面
に
わ
た
る
。
「
膏
澤
」
は
め
ぐ
み
の
雨
。
恩
恵
の
意
に
も
な
る
。
『
孟
子
』
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
さ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う
た
く

　
　
　
婁
下

に
「
諌
行
言
聴
。
膏
澤
下
於
民
。
（
諌
行
は
れ
言
聴
か
れ
、
膏
澤
民
に
下
る
。
）
」
と
あ
る
。
春
な
の
で
、
空
か
ら
雨
が
降

　
　
　
る
よ
う
す
を
め
ぐ
み
の
雨
と
表
現
し
た
o

　
　
。
輕
絹
帳
…
「
絹
帳
」
は
あ
や
ぎ
ぬ
の
幕
、
う
す
ぎ
ぬ
の
と
ば
り
。
絹
は
あ
や
ぎ
ぬ
、
う
す
ぎ
ぬ
。
唐
、
李
賀
の
「
美
人
杭
頭
歌

　
　
　
　
　
　
　
く
し
け
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
う
ち
や
う
　
　
　
　
　
か
う
ぐ
わ
ん
だ
け
い
　
　
　
　
　
ち
ん

　
　
　
（
美
人
頭
を
杭
る
の
歌
）
」
に
「
西
施
暁
夢
絹
帳
寒
　
香
髪
堕
誓
半
沈
檀
（
西
施
の
暁
夢
、
絹
帳
寒
し
、
香
髪
堕
書
、
半
ば
沈

　
　
　
だ
ん

　
　
　
檀
）
」
と
あ
る
。

　
　
。
薄
紙
屏
…
「
紙
屏
」
は
紙
張
り
屏
風
。

　
　
o
流
形
…
自
然
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
『
周
易
』
「
乾
」
家
伝
に
「
雲
行
雨
施
、
品
物
流
形
。
（
雲
行
き
雨
施
し
、

　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
品
物
形
を
流
く
。
）
」
と
あ
る
。

　
　
o
平
煙
與
奏
青
…
「
平
煙
」
は
一
面
に
た
な
び
い
た
煙
。
「
変
」
は
穂
が
出
る
前
の
、
青
々
と
し
た
麦
。
横
に
た
な
び
く
煙
が
麦

　
　
　
の
色
を
映
し
て
青
い
。

　
　
o
何
煩
假
蓋
事
…
「
假
」
は
借
り
る
。
「
蓋
」
は
傘
。
ど
う
し
て
傘
を
借
り
る
よ
う
な
煩
わ
し
い
こ
と
な
ど
し
よ
う
か
、
い
や
し
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な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
か
く
き
ん

。
柳
趣
塾
巾
行
…
「
ロ
窮
」
は
と
り
あ
え
ず
は
。
「
趣
」
は
う
な
が
す
。
「
塾
巾
」
は
頭
巾
の
角
を
折
る
。
「
塾
角
巾
」
の
故
事
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
か
く
き
ん

る
表
現
。
漢
の
郭
泰
は
雨
に
遭
っ
て
頭
巾
の
一
角
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
塾
角
巾
」
（
‖
一
角
を
折
っ
た
頭

巾
）
の
語
が
で
き
た
。
『
漢
書
』
郭
泰
伝
に
「
泰
嘗
遇
雨
、
巾
一
角
塾
。
時
人
乃
故
折
巾
一
角
、
以
爲
林
宗
巾
。
（
泰
嘗
て
雨
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ざ
な

遇

ひ
、
巾
l
角
塾
す
。
時
人
乃
ち
故
ら
巾
l
角
を
折
り
、
以
て
林
宗
巾
と
爲
す
。
）
」
と
あ
る
。
林
宗
は
郭
泰
の
字
で
あ
る
。
同

行
者
に

雨

に
濡
れ
て
も
い
い
か
ら
と
促
し
て
い
る
。

【現
代
語
訳
】

春
の
雨

空
一
面
か
ら
め
ぐ
み
の
雨
が
降
り
、

地
面
を
蒸
し
て
暖
気
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ば
り

林
は
へ
だ
て
て
い
る
、
軽
い
う
す
ぎ
ぬ
の
帳
の
よ
う
に
。

山
は
さ
え
ぎ
っ
て
い
る
、
薄
い
屏
風
の
よ
う
に
。

樹
木
の
梢
は
色
が
変
わ
り
は
じ
め
、

野
原
の
物
は
す
べ
て
が
形
を
あ
ら
わ
す
。

消
え
残
っ
た
雪
は
桜
の
花
と
一
緒
に
な
っ
て
白
く
、

一
面
に
た
な
び
く
煙
は
麦
の
色
を
映
し
て
青
い
。
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傘
を
借
り
る
こ
と
な
ど
煩
わ
し
い
、

と
り
あ
え
ず
濡
れ
る
に
任
せ
て
行
こ
う
。

も
し
雨
上
が
り
を
待
っ
て
い
た
な
ら
、

雨

に
咲
く
花
は
、
落
ち
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

【補
説
】

こ
の
詩
の
詩
形
は
排
律
で
あ
る
。

o
　
花
下
偶
吟

緋
桃
花
逐
白
桃
遅

丹
奈
枝
交
素
李
垂

越
山
風
信
非
無
次

誰
道
衆
芳
開
一
時

全
六
聯
の
う
ち
、
最
後
の
聯
以
外
は
す
べ
て
対
句
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
た
ま
た
ま

（花
の
下
に
て
偶
§
吟
ず
）

〔巻
九
〕

　

緋
桃
の
花
は
白
桃
を
逐
ひ
て
遅
し
。

　
た
ん
だ
い

　

丹
奈
の
枝
は
素
李
に
交
は
り
て
垂
る
。

　
　
　
　
ふ
う
し
ん
　
　
つ
ぎ

　

越
山
の
風
信
、
次
無
き
に
非
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
う
は
う

　

誰
か
道
ふ
、
衆
芳
一
時
に
開
く
と
。

（脚
韻
上
平
声
四
支
、
遅
・
垂
・
時
）

【語
注
】

o
緋
桃
…
赤
色
の
桃
o
深
紅
色
。

o

丹
奈
…
林
檎
の
一
種
。
べ
に
り
ん
ご
。

か
ら
な
し
。
奈
は
奈
。
『
蒙
求
』
「
王
詳
守
奈
」
に
「
有
丹
奈
結
實
（
丹
奈
實
を
結
ぶ
こ
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か
　
じ

と
有
り
）
。
」
と
あ
る
。
奈
は
奈
の
調
字
。

o
素
李
…
白
い
李
。

。

越
山
…
越
後
の
山
o

o
風
信
…
風
が
季
節
に
応
じ
て
く
る
こ
と
。

o

衆
芳
…
多
く
の
芳
し
い
花
。

お
と
つ
れ
。
季
節
ご
と
の
風
。
た
よ
り
。

【現
代
語
訳
】

花
の
下
で
た
ま
た
ま
詠
じ
た

赤
い
桃
の
花
は
、
白
い
桃
を
追
い
か
け
て
遅
く
咲
く
。

べ
に
り
ん
ご
の
枝
は
、
白
い
李
に
交
わ
っ
て
垂
れ
て
い
る
。

越
後
の
山
の
便
り
は
次
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

い
っ

た
い
誰
が
言
う
の
か
、
た
く
さ
ん
の
芳
し
い
花
が
一
度
に
開
く
と
。
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さ
ふ
あ
う

o
挿
秩
（
挿
秩
）

馬
鍬
揺
曳
跡
縦
横
・

田
同
無
塊
泥
已
平

そ
の
一
　
〔
巻
九
〕

ば

し
う
え
う
え
い

馬
鍬
揺
曳
、
跡
縦
横
。

で
ん田

同
、
塊
無
く
し
て
泥
已
に
平
ら
か
な
り
。



吉
日
分
秩
茄
慮
隊

凱
風
四
起
小
謡
聲

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
よ
り
よ

　

吉
日
、
秩
を
分
つ
茄
慮
の
隊
。

　
が
い
ふ
う

　

凱
風
、
四
も
に
起
こ
る
小
謡
聲
。

（脚
韻
下
平
声
八
庚
、
横
・
平
・
聲
）

【語
注
】

o

馬
鍬
…
農
具
。
う
ま
ぐ
わ
。
田
を
鋤
き
返
し
た
あ
と
、
地
を
か
き
な
ら
す
。

　
　
　
　
　
　
じ
よ
り
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
も
ん
し
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
　
　
　
　
　
さ
か

o

茄
慮
隊
…
「
茄
慮
」
は
あ
か
ね
。
『
毛
詩
』
鄭
風
「
東
門
之
埋
」
に
「
東
門
之
埋
茄
慮
在
阪
（
東
門
の
埋
、
茄
慮
阪
に
在
り
。
）
」

と
あ
る
。
「
茄
慮
隊
」
は
、
あ
か
ね
樫
の
女
た
ち
の
意
。
横
一
列
に
隊
列
を
組
み
、
並
ん
で
田
植
え
を
す
る
の
で
こ
う
表
現
し
た
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
は
い
ふ
う

。
凱
風
…
南
風
。
初
夏
に
吹
く
そ
よ
風
。
『
毛
詩
』
郡
風
「
凱
風
」
に
「
凱
風
自
南
吹
彼
棘
心
（
凱
風
南
よ
り
し
、
彼
の
棘
心
を

K
＝
v
）
O
」
と
あ
る
。

【現
代
語
訳
】

　
　
　
田
植
え
　
そ
の
一

馬
ぐ
わ
を
引
い
て
田
を
か
き
な
ら
す
、
縦
に
横
に
。

　
　
　
か
た
ま
り

田
に
は
塊
が
な
く
な
り
泥
は
も
う
平
ら
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
す
き

吉
日
に
、
あ
か
ね
裡
の
女
た
ち
は
隊
列
を
組
み
苗
を
分
け
て
植
え
て
い
く
。

初
夏
の

そ
よ
風
が
吹
き
、
四
方
か
ら
わ
き
起
こ
る
よ
田
植
え
歌
が
。
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さ
ふ
あ
う

　
　
　
挿
秩

晴
風
一
月
雨
來
遅

決
蓋
山
阪
秩
始
移

願
假
弓
蛸
穿
岸
手

飛
泉
涌
出
及
斯
時 そ

の
二

　

晴
風
一
月
、
雨
來
る
こ
と
遅
し
。

　
さ
ん
ぴ
　
　
け
つ
じ
ん

　

山
破
を
決
蓋
し
秩
始
め
て
移
す
。

　
　
　
　
　
き
ゆ
う
せ
う
せ
ん
が
ん

　

願
は
く
は
弓
蛸
穿
岸
の
手
を
假
り
、

　

飛
泉
涌
出
、
斯
の
時
に
及
ば
ん
。

（脚
韻
上
平
声
四
支
、
遅
・
移
・
時
）

【語
注
】

o
晴
風
…
晴
れ
た
日
の
風

o
山
破
…
「
破
」
は
池
の
堤
。
山
の
池
の
堤
。

o

弓
硝
穿
岸
…
「
弓
蛸
」
は
弓
末
、
ゆ
は
ず
。
源
將
頼
義
が
弓
弼
に
よ
っ
て
岸
を
穿
つ
と
霊
水
が
湧
き
出
た
と
い
う
故
事
（
「
源

頼
義
霊
泉
を
得
て
官
軍
の
渇
を
助
く
」
）
に
よ
る
表
現
。
ま
た
、
『
後
漢
書
』
列
傳
巻
十
九
、
歌
套
列
傳
第
九
「
國
弟
子
」
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
し

F聞
昔
戴
師
將
軍
抜
侃
刀
刺
山
、
飛
泉
涌
出
。
（
聞
く
、
昔
式
師
將
軍
侃
刀
を
抜
き
山
を
刺
せ
ば
、
飛
泉
涌
出
す
と
。
）
」
と
あ
る
。

r三
余
集
」
頭
注
に
「
源
將
頼
義
故
事
與
式
師
之
事
似
（
源
將
頼
義
の
故
事
と
式
師
の
事
と
似
る
）
。
」
と
あ
る
。
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【現
代
語
訳
】

　
　
　
田
植
え
　
そ
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
つ
き

晴
れ
て
風
が
吹
く
日
が
一
月
続
き
、
雨
は
な
か
な
か
来
な
い
。

山
の
池
の
堤
を
す
っ
か
り
切
っ
て
苗
を
初
め
て
移
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
は
ず

で
き
る
こ
と
な
ら
弓
弼
で
岸
を
穿
っ
た
源
頼
義
の
手
を
借
り
、

こ
の
時
に
飛
泉
が
湧
き
出
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

o
　
雨
後

う
　
ご

（雨
後
）

三

日
甘
森
忽
夕
陽

青
苗
出
色
已
成
秩

鳴
鯛
報
舞
聲
如
喜

延
領
天
邉
唯
葬
蒼

そ
の
一
　
〔
巻
九
〕

　
　
　
　
か
ん
り
ん

　

三

日
の
甘
森
、
忽
ち
夕
陽
。

　
せ
い
ぺ
う

　

青
苗
出
色
已
に
秩
と
成
る
。

　
め
い
て
う
せ
い

　

鳴
鯛
露
を
報
じ
て
聲
喜
ぶ
が
ご
と
し
。

　
く
び
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
う
さ
う

　

領
を
延
け
ば
天
邉
唯
だ
葬
蒼
。

（脚
韻
下
平
声
七
陽
、
陽
・
秩
・
蒼
）

【語
注
】

o

甘
森
…
時
に
か
な
っ
て
降
る
雨
。
よ
い
雨
。
『
1
1
1
w
i
志
演
義
』

を
求
め
、
以
て
萬
民
を
救
は
ん
。
）
」
と
あ
る
。

第
二
九
回
に
「
吾
求
三
尺
甘
森
、
以
救
萬
民
。
（
吾
三
尺
の
甘
森
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き
う
れ
つ
し
ん
し
よ
う

o

青
苗
…
青
い
苗
。
謝
眺
の
r
賦
貧
民
田
（
貧
民
の
田
に
賦
す
）
」
に
「
奮
玲
新
膣
分
、
青
苗
白
水
映
（
奮
玲
新
陛
に
分
か
れ
、

青
苗
白
水
に
映
ず
）
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
う
え
う

o

鳴
蝸
…
鳴
く
ひ
ぐ
ら
し
。
『
毛
詩
』
幽
風
「
七
月
」
に
「
四
月
秀
要
五
月
鳴
鯛
（
四
月
秀
婁
、
五
月
鳴
鯛
）
。
」
と
あ
る
。

o

延
領
天
邉
唯
葬
蒼
…
「
延
領
」
は
首
を
引
く
。
期
待
の
気
持
ち
を
も
っ
て
遠
く
を
眺
め
る
。
「
引
領
」
に
同
じ
。
『
孟
子
』
梁
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
し
な

王
上

に
「
如
有
不
嗜
殺
人
者
、
則
天
下
之
民
、
皆
引
領
而
望
之
　
。
（
如
し
人
を
殺
す
こ
と
を
嗜
ま
ざ
る
者
有
ら
ば
、
則
ち
天

　
　
　
　
　
　
　
く
び

下
の
民
、
皆
領
を
引
き
て
之
を
望
ま
ん
。
）
」
と
あ
る
。
「
天
邉
」
は
天
空
の
ほ
と
り
。
空
の
果
て
。
「
葬
蒼
」
は
あ
お
あ
お
と
し

た
色
。
雨
が
降
っ
た
後
、
晴
れ
の
日
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
空
の
様
子
を
見
つ
め
て
い
る
。

【現
代
語
訳
】

雨
の
あ
と

一 88一

三

日
雨
が
続
い
で
た
ち
ま
ち
日
が
沈
ん
で
ゆ
く
。

青
い
苗
は
色
が
濃
く
な
り
苗
ら
し
く
な
っ
た
。

蝸
が
鳴
く
声
は
、
晴
れ
る
こ
と
を
喜
ん
で
知
ら
せ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

首
を
伸
ば
し
て
眺
め
る
と
、
空
の
果
て
ま
で
ず
っ
と
青
々
と
し
て
い
る
。

雨
後
　
そ
の
二

海
畔
夕
陽
山
畔
雨

か
い

は

ん

　
　
　
　
　
　
さ
ん
ば
ん

海
畔
は
夕
陽
、
山
畔
は
雨
。



t

半
天
流
墨
半
天
藍

日
光
私
照
何
如
此

海
氣
易
晴
山
易
陰

　

半
天
は
墨
を
流
し
、
半
天
は
藍
。

　

日
光
の
私
照
、
何
ぞ
此
の
ご
と
し
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
も

　

海
氣
晴
れ
易
く
、
山
陰
り
易
し
。

（脚
韻
下
平
声
＝
二
寧
、
藍
・
陰
）

【語
注
】

o

海
畔
夕
陽
山
畔
雨
…
「
海
畔
」
は
海
辺
。
海
岸
。
唐
、
柳
宗
元
の
「
與
浩
初
上
人
同
看
山
寄
京
華
親
故
（
浩
初
上
人
と
同
に
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
ざ
ん
　
　
け
ん
ば
う

を
看
て
京
華
の
親
故
に
寄
す
。
）
」
に
r
海
畔
尖
山
似
劒
錠
（
海
畔
の
尖
山
、
劒
錐
に
似
る
。
）
」
と
あ
る
。
「
山
畔
」
は
山
の
ほ

と
り
、
山
際
。
三
飴
堂
は
山
を
少
し
登
っ
た
所
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
で
、
遠
く
ま
で
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
き
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

o

半
天

…
天
の
半
分
。
杜
甫
の
「
石
櫃
閣
」
に
「
季
冬
日
巳
長
　
山
晩
半
天
赤
（
季
冬
日
已
に
長
く
、
山
晩
れ
て
半
天
赤
し
。
）

と
あ
る
。

o

流
墨

…
蘇
戟
の
「
六
月
二
十
七
日
望
湖
棲
醇
書
五
絶
（
六
月
二
十
七
日
望
湖
棲
の
酔
書
五
絶
）
」
其
一
に
「
黒
雲
翻
墨
未
遮
山
（
黒

　
　
　
　
ひ
る
が
へ

雲
、
墨
を
翻
し
て
、
未
だ
山
を
遮
ら
ず
。
）
」
と
あ
る
。

o

私
照

…
偏
っ
て
て
ら
す
こ
と
。
『
礼
記
』
孔
子
聞
居
に
「
天
無
私
覆
、
地
無
私
載
、
日
月
無
私
照
。
（
天
は
私
覆
無
く
、
地
は
私

載
無
く
、
日
月
は
私
照
無
し
。
）
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
く
ふ
う

o
山
易
陰
…
「
陰
」
は
く
も
る
、
か
げ
る
。
『
毛
詩
』
郡
風
「
谷
風
」
に
r
習
習
谷
風
以
陰
以
雨
（
習
習
た
る
谷
風
、
以
て
陰
り

以
て
雨
ふ
る
。
）
と
あ
る
。
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【現
代
語
訳
】

雨
の
あ
と
　
そ
の
二

海
辺
は
夕
陽
、
山
際
は
雨
。

空
の
半
分
は
墨
を
流
し
た
よ
う
に
暗
く
、
半
分
は
藍
色
。

日
の
光
の
照
ら
し
方
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
偏
っ
て
い
る
の
か
o

海
辺
の
気
は
晴
れ
や
す
く
、
山
は
曇
り
や
す
い
。

　
　
　
　
　
し
ゆ
う
ば
ん

o
　
秋
晩
（
秋
晩
）

霜
野
風
光
十
里
間

夕
陽
幽
眺
可
恰
顔

田
無
遺
乗
荒
荒
訟

堤
有
閑
花
堤
虚
斑

僧
笠
影
蹄
黄
葉
寺

鹿
鳴
聲
断
白
雲
山

枯
景
錐
寒
殊
有
趣

淡
求
詩
料
自
忘
還

〔巻
九
〕

さ
う
や
　
ふ
う
く
わ
う

霜
野
の
風
光
、
十
里
の
間
o

せ
き
や
う
　
　
い
う
て
う
　
　
　
　
　
よ
ろ
こ

夕
陽
の
幽
眺
、
顔
を
恰
ば
す
べ
し
。

　
　
ゐ
へ
い
　
　
く
わ
う
く
わ
う
　
　
　
　
ひ
ろ

田
に
遺
乗
無
く
荒
荒
と
し
て
諮
く
、

　
　
か
ん
く
わ
　
　
　
　
　
し
よ
し
よ
ま
だ
ら

堤
に
閑
花
有
り
て
庭
庭
斑
な
り
。

僧
笠
、
影
蹄
る
、
黄
葉
の
寺
。

鹿
鳴
、
聲
断
つ
、
白
雲
の
山
o

枯
景
寒
し
と
錐
も
殊
に
趣
有
り
、

し
れ
う

詩
料
を
淡
求
し
て
自
ら
還
る
を
忘
る
。
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（脚
韻
上
平
声
一
五
剛
、
間
・
顔
・
斑
・
山
・
還
）

【語
注
】

o
秋
晩
…
秋
が
深
い
。
秋
の
終
わ
り
。
秋
の
暮
れ
。

o

霜
野
…
霜
の
降
り
た
野
原
。
霜
枯
れ
の
野
．
唐
、
李
商
隠
の
「
楚
澤
」
に
「
夕
陽
蹄
路
後
霜
野
物
聲
乾
（
夕
陽
蹄
路
の
後
、
霜

　
　
　
　
　
　
つ

野
に
物
の
聲
乾
く
。
）
」
と
あ
る
。

e

風
光
…
日
が
出
て
風
が
吹
き
、
草
木
に
光
色
あ
る
こ
と
。
風
景
、
な
が
め
。

o
夕
陽
幽
眺
可
恰
顔
…
「
幽
眺
」
は
静
か
な
な
が
め
。
「
恰
顔
」
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
す
。
う
れ
し
そ
う
な
顔
つ
き
を
す
る
。
陶
淵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
か
　
か
へ
り

明
の
「
蹄
去
来
分
辞
（
蹄
去
来
の
辞
）
」
に
「
引
壼
暢
以
自
酌
阿
庭
何
以
恰
顔
（
壼
膓
を
引
き
て
以
て
自
ら
酌
み
、
庭
相
を
阿

み
て

以
て

顔
を
恰
ば
す
。
）
」
と
あ
る
。
夕
陽
が
沈
む
秋
の
田
園
風
景
を
好
ま
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ニ
　
　
ゐ
へ
い

o

田
無
遺
乗
荒
荒
酪
…
「
遺
乗
」
は
取
り
残
し
の
稲
の
束
。
『
毛
詩
』
小
雅
「
大
田
」
に
r
彼
有
遺
乗
此
有
滞
穂
（
彼
に
遺
乗
有
り
、

　
　
　
　
た
い
す
ゐ

此
に

滞
穂
有
り
。
）
」
と
あ
る
。
「
荒
荒
」
は
薄
暗
い
さ
ま
。
「
諮
」
は
か
ら
っ
と
開
け
て
広
い
。
広
々
と
し
て
い
る
。
陶
淵
明
の

r桃
花
源
記
」
に
「
復
行
敷
十
歩
、
諮
然
開
朗
。
（
復
た
行
く
こ
と
敷
十
歩
、
訟
然
と
し
て
開
朗
な
り
。
）
」
と
あ
る
。
平
ら
に
広

が
る
田
園
の
夕
暮
れ
の
情
景
。

o
閑
花
…
閑
雅
に
咲
い
た
花
。
し
ず
か
で
し
と
や
か
な
花
。

。
庭
庭
…
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
。
ま
た
、
至
る
所
。

o

斑
…
種
々
の
色
が
混
じ
っ
た
模
様
。

o

詩
料
…
詩
を
作
る
材
料
。
南
宋
、
楊
万
里
、
「
過
太
湖
石
塘
（
太
湖
の
石
塘
を
過
ぐ
）
」
三
首
（
そ
の
1
1
1
）
に
「
松
江
是
物
皆
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ん
し
や
う

料
　
蘭
漿
穿
湖
即
水
仙
（
松
江
は
是
れ
物
皆
詩
料
、
蘭
漿
も
て
湖
を
穿
つ
は
即
ち
水
仙
な
り
。
）
」
と
あ
る
。
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【現
代
語
訳
】

秋
の
夕
暮
れ

霜
枯
れ
の
野
原
の
景
色
が
十
里
の
間
に
広
が
っ
て
い
る
。

夕
陽
が
沈
ん
で
ゆ
く
景
色
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

田
に
は
取
り
残
さ
れ
た
稲
は
な
く
、
夕
暮
れ
の
な
か
平
ら
に
広
が
っ
て
い
る
。

堤
に
は
し
と
や
か
に
咲
い
た
花
が
あ
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
色
が
混
じ
っ
て
い
る
。

笠
を
か
ぶ
っ
た
僧
が
影
を
引
い
て
帰
っ
て
行
く
、
黄
葉
の
寺
へ
と
。

鹿
の
鳴
く
声
も
す
っ
か
り
止
ん
で
し
ま
っ
た
、
白
雲
の
山
に
は
。

枯
れ

た
景
色
は
寒
々
と
し
て
い
る
が
、
特
別
趣
が
あ
る
。

詩
の
題
材
を
ぼ
ん
や
り
探
し
て
い
て
、
帰
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
o
　
加
納
望
入
谷
山
（
加
納
に
て
八
谷
山
を
望
む
）
　
〔
巻
九
〕
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吾
居
近
接
彼
山
趾

朝
夕
伍
看
無
可
詩

適
在
他
方
見
全
賭

始
開
生
面
覚
新
奇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
し

吾
が
居
近
く
接
す
、
彼
の
山
趾
。

朝
夕
伍
れ
看
て
詩
す
べ
き
無
し
。

た
ま
た
ま
　
　
た
は
う

適

さ
他
方
に
在
り
て
全
髄
を
見
る
。

始
め
て
生
面
を
開
き
て
新
奇
を
覚
ゆ
。



懸
巖
飛
爆
明
王
水

半
嶺
枯
松
天
狗
枝

歴
覧
向
人
遙
指
顯

第
三
峰
下
小
茅
茨

　
　
　
　
　
ひ
ば
く
　
　
め
い
わ
う

　

懸
巖
の
飛
爆
、
明
王
の
水
。

　
は
ん
れ
い
　
　
こ
し
よ
う

　

半
嶺
の
枯
松
、
天
狗
の
枝
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
ん

　

歴
覧
し
て
人
に
向
ひ
て
遙
か
に
指
鮎
す
。

　

第
三
峰
下
の
小
茅
茨
。

（脚
韻
上
平
声
四
支
、
詩
・
奇
・
枝
・
茨
）

【語
注
】

o

加
納

…
地
名
。
現
在
の
新
潟
県
柏
崎
市
加
納
。

　
　
　
　
　
　
は
ち
こ
く
さ
ん

o
八
谷
山
…
八
石
山
。
前
出
。

o

山
趾
…
「
趾
」
は
あ
し
、
ね
も
と
。
山
す
そ
の
意
。

o
開
生
面
…
「
生
面
」
は
生
き
生
き
と
し
た
顔
。
新
機
軸
。
今
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
方
面
。
杜
甫
の
「
丹
青
引
」
に
「
凌
煙
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
れ

臣
少
顔
色
將
軍
下
筆
開
生
面
（
凌
煙
の
功
臣
顔
色
少
な
り
。
將
軍
筆
を
下
せ
ば
生
面
を
開
く
。
）
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ご
ん

。

懸
巖
飛
漂
明
王
水
…
「
懸
巖
」
は
高
く
き
り
た
っ
た
崖
。
「
飛
潔
」
は
高
所
か
ら
落
ち
る
滝
。
入
石
山
中
の
善
根
の
不
動
滝
は

不
動
明
王
の
滝
と
し
て
古
来
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

o

歴
覧
向
人
遙
指
鮎
…
「
歴
覧
」
は
次
か
ら
次
へ
と
巡
り
歩
く
。
「
指
鮎
」
は
一
々
指
さ
す
こ
と
。
ぐ
る
ぐ
る
歩
い
て
場
所
を
探

し
な
が
ら
指
さ
し
て
説
明
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
は
ち
こ
く
　
　
な
か
は
ち
こ
く
　
み
な
み
じ
よ
う
は
ち
こ
く
　
　
し
も
は
ち
こ
く

o

第
三
峰
下
…
八
石
山
の
山
頂
は
上
入
石
、
中
入
石
、
南
条
入
石
（
下
入
石
）
の
三
峰
に
分
か
れ
て
い
る
。
南
城
の
三
除
堂
は

し
も
は
ち
こ
く

下
八
石
の
麓
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。

o

小
茅
茨
…
茅
茨
は
チ
ガ
ヤ
と
イ
バ
ラ
。
チ
ガ
ヤ
と
イ
バ
ラ
で
葺
い
た
屋
根
。
割
注
に
「
乃
吾
居
（
乃
ち
吾
が
居
な
り
）
。
」
と
あ
る
。
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【現
代
語
訳
】

加
納
で
八
谷
山
を
望
む

私
の

住
ま
い
は
あ
の
山
す
そ
近
く
に
あ
る
。

朝
晩
に
親
し
み
見
て
い
て
い
た
が
、
詩
に
す
る
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
。

た
ま
た
ま
別
方
向
に
い
て
、
山
の
全
体
を
見
た
。

始
め

て
新
生
面
を
開
い
て
、
珍
し
さ
を
感
じ
た
。

懸
崖
の
飛
漂
、
そ
れ
は
不
動
明
王
の
水
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
か

山
腹
の
枯
松
、
そ
れ
は
天
狗
の
住
処
の
枝
。

ぐ
る
ぐ
る
歩
き
、
人
に
向
か
っ
て
遙
か
に
指
さ
す
。

第
三
の
峰
の
下
、
我
が
小
さ
な
茅
葺
き
屋
根
を
。
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o
　
仲
春
遊
山
記
（
仲
春
遊
山
の
記
）
　
そ
の
一
　
〔
巻
十
〕

明
明
除
雪
映
山
椿

虚
銃
響
高
林
有
人

一
驚
不
待
韓
盧
逐

飛
出
斑
毛
東
郭
麹

　
　
　
　
　
　
さ
ん
ち
ん

明
明
た
る
除
雪
山
椿
に
映
ず
。

虚
銃
の
響
き
高
く
し
て
人
有
り
。

一
驚
韓
盧
の
逐
ふ
を
待
た
ず

　
　
　
　
　
　
は
ん
ま
う
　
と
う
く
わ
く
し
ゆ
ん

飛
び

出
だ
す
、
斑
毛
の
東
郭
麹
。



（脚
韻
上
平
声
＝
真
、
椿
・
人
・
麹
）

【語
注
】

o

明
明
…
非
常
に
明
ら
か
な
さ
ま
。
『
毛
詩
』
小
雅
「
小
明
」
に
「
明
明
上
天
　
照
臨
下
土
（
明
明
た
る
上
天
、
下
土
を
照
臨
す
。
）
」

と
あ
る
。

o
虚
銃
…
脅
し
て
獲
物
を
お
び
き
出
す
た
め
仮
に
銃
を
撃
つ
こ
と
か
。

o

l驚
…
一
は
、
ち
ょ
っ
と
、
す
こ
し
。
動
作
が
ほ
ん
の
少
し
な
さ
れ
た
こ
と
を
表
す
。

。

韓
盧
…
戦
国
時
代
、
韓
国
か
ら
出
た
黒
毛
の
俊
犬
の
名
。
『
戦
国
策
』
秦
策
に
「
萢
碓
日
、
以
秦
卒
之
勇
、
車
騎
之
多
、
以
當

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
し
よ

諸
侯
、
讐
若
馳
韓
盧
而
逐
鴛
兎
也
。
（
萢
碓
曰
く
、
秦
卒
の
勇
、
車
騎
の
多
き
を
以
て
、
以
て
諸
侯
に
當
た
れ
ば
、
警
へ
ば
韓

　
　
　
　
　
　
ど
　
と

盧
を
馳
せ
て
駕
兎
を
逐
ふ
が
ご
と
き
な
り
。
）
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
し

o

東
郭
蝕
…
兎
の
異
名
。
『
新
序
』
雑
事
に
「
昔
者
齊
有
良
免
、
日
東
郭
麹
。
蓋
一
旦
而
走
五
百
里
（
昔
者
齊
に
良
免
有
り
、
東

郭
麹
と
日
ふ
。
蓋
し
一
旦
に
し
て
五
百
里
を
走
る
）
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
韓
愈
の
「
毛
穎
伝
（
毛
穎
の
伝
）
」
に
「
居
東
郭
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う

日
麹
。
狡
而
善
走
、
與
韓
盧
争
能
、
盧
不
及
。
（
東
郭
に
居
る
者
を
麹
と
日
ふ
O
狡
に
し
て
善
く
走
り
、
韓
盧
と
能
を
争
ひ
、

盧
及
ば
ず
。
）
」
と
あ
る
。
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【現
代
語
訳
】

　
　
　
仲
春
に
山
に
遊
ん
で
記
す
　
そ
の
一

v
っ
き
り
と
消
え
残
る
雪
が
山
の
椿
に
映
じ
て
い
る
。



獲
物
を
脅
す
銃
声
が
林
に
響
く
、
人
が
い
る
ら
し
い
o

び
く
っ
と
驚
い
て
、
韓
盧
が
追
い
か
け
る
前
に
、

　
　
　
　
　
と
う
く
わ
く

ま
だ
ら
毛
の
東
郭
魏
が
飛
び
出
だ
し
て
き
た
。

　
　
　
仲
春
遊
山
記

鷺
在
松
梢
不
露
形

時
時
鼓
啄
作
呵
鳴

惟
來
頭
上
天
狗
笑

飛
下
渓
田
翼
有
聲

そ
の

二

　
　
し
よ
う
せ
う

　

鷺
松
梢
に
在
り
て
形
を
露
は
さ
ず
。

　
　
じ
　
じ
く
ち
ば
し
　
　
　
　
　
　
　
か
め
い

　

時
時
啄
を
鼓
し
て
呵
鳴
を
作
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
ひ

　

惟
し
み
來
た
る
、
頭
上
天
狗
の
笑
か
と
。

　

渓
田
に
飛
下
し
て
翼
に
聲
有
り
。

（脚
韻
下
平
声
入
庚
、
鳴
・
聲
）

【語
注
】

o

鼓
啄
…
隊
を
振
り
動
か
す
。

o

呵
鳴
…
「
呵
」
は
わ
ら
う
。
笑
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
鳴
き
方
。

。

惟
來
…
あ
や
し
む
。
來
は
助
字
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
　
　
　
　
　
こ
こ
　
お
ほ
い

。

翼
有
聲
…
『
毛
詩
』
大
雅
「
文
王
有
聲
」
に
「
文
王
有
聲
　
通
駿
有
聲
（
文
王
聲
有
り
、
通
に
駿
に
聲
有
り
）
。
」
、
ま
た
、
蘇

戟
の
「
後
赤
壁
賦
」
に
「
江
流
有
聲
、
断
岸
千
尺
、
山
高
月
小
、
水
落
石
出
。
（
江
流
聲
有
り
、
断
岸
千
尺
、
山
高
く
月
小
に
、

水
落
ち
石
出
づ
。
）
」
と
あ
る
。
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【現
代
語
訳
】

　
　
　
仲
春
に
山
に
遊
ん
で
記
す
　
そ
の
二

さ
ぎ鷺

が
松
の
梢
に
留
ま
っ
て
い
る
が
姿
を
現
さ
な
い
。

　
　
く
ち
ば
し

時
々
啄
を
動
か
し
て
カ
ラ
カ
ラ
と
音
を
た
て
る
。

お

や
、
頭
の
上
で
天
狗
が
笑
っ
て
い
る
の
か
と
思
う
。

谷
間
の
田
ん
ぼ
に
降
り
て
き
て
翼
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
た
。

o
　
山
遊
絶
句
（
山
遊
絶
句
）
そ
の
1
　
〔
巻
十
〕

水
光
山
影
又
相
迎

久
　
吾
節
不
向
城

奪
却
稗
誰
謀
野
法

出
遊
柳
此
助
吟
情

　

水
光
山
影
又
相
迎
ふ
。

　

久
し
、
吾
が
節
城
に
向
は
ざ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
ひ
じ
ん

　

奪
却
す
、
稗
誰
野
に
謀
る
の
法
。

　

出
遊
柳
か
此
に
吟
情
を
助
く
。

（脚
韻
下
平
声
八
庚
、
迎
・
城
’
情
）

【語
注
】

o

山
遊
…
山
で
遊
ぶ
。
山
と
は
お
そ
ら
く
入
石
山
の
こ
と
。
南
城
の
三
除
堂
は
そ
の
麓
に
あ
っ
た
。

o

水
光
山
影
又
相
迎
…
「
水
光
」
は
水
面
の
輝
き
。
蘇
戟
「
前
赤
壁
賦
」
に
「
白
露
横
江
、
水
光
接
天

（白
露
江
に
横
た
は
り
、
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水
光
天

に
接
す
）
O
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
入
石
山
か
ら
眺
め
た
日
本
海
の
こ
と
。

o

久
　
吾
節
不
向
城
…
「
節
」
は
み
さ
お
、
道
義
上
守
る
べ
き
節
操
、
節
義
。
「
城
」
は
町
。
南
城
は
入
石
山
か
ら
海
に
日
本
海

に
面
し
た
柏
崎
の
町
を
見
て
、
こ
の
感
慨
を
漏
ら
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

。

奪
却
稗
誰
謀
野
法
…
「
稗
誰
」
は
春
秋
時
代
の
鄭
の
大
夫
。
〔
『
論
語
』
憲
問
に
「
爲
命
、
稗
誰
草
創
之
。
（
命
を
爲
る
は
、
稗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
り
ご
と

誰
之
を
草
創
す
、
）
〕
と
あ
る
。
稗
謀
は
野
で
謀
を
す
る
と
う
ま
く
い
っ
た
と
い
う
。
『
左
伝
』
裏
公
三
十
一
年
に
「
稗
誰
能
謀
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か

謀
於
野
則
獲
。
謀
於
邑
則
否
。
（
稗
誰
能
く
謀
る
。
野
に
謀
れ
ば
則
ち
獲
。
邑
に
謀
れ
ば
則
否
ら
ず
。
）
」
と
あ
る
。
野
に
出
て

う
ま
く
詩
を
作
る
才
能
が
な
い
こ
と
を
、
稗
誰
の
故
事
を
使
い
な
が
ら
「
奪
却
す
」
と
述
べ
た
。

o
出
遊
柳
此
助
吟
情
…
「
柳
」
は
し
ば
ら
く
の
間
、
と
り
あ
え
ず
は
。
「
吟
情
」
は
詩
歌
を
作
る
心
。
才
能
が
な
い
の
で
、
山
遊

び

を
し
て
題
材
を
得
る
こ
と
が
詩
歌
を
作
る
こ
と
の
手
助
け
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

【現
代
語
訳
】

山
あ
そ
び
　
そ
の
一

海
の
輝
き
と
山
の
影
と
が
互
い
に
迎
え
あ
う
。

久
し
い
こ
と
よ
、
自
分
の
節
操
と
し
て
町
に
行
こ
う
と
し
な
く
な
っ
て
か
ら
。

ひ

じ
ん
　
　
　
　
は
か
り
ご
と

稗
誰
が
野
で
謀
を
な
し
た
よ
う
な
巧
み
な
才
能
は
、
も
う
私
に
は
な
い
。

山
を
歩
く
こ
と
が
、
な
ん
と
か
こ
こ
で
詩
を
作
る
助
け
と
な
る
の
だ
。
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山
遊
絶
句
　
そ
の
二

一
峰
高
揖
萬
峰
踵

大
塾
倒
傾
華
塾
奔

偶
封
此
奇
遊
易
倦

不
堪
山
水
鷹
酬
煩

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ふ
　
　
　
う
つ
く
ま

　

一
峰
高
く
萬
峰
を
揖
し
て
踵
り
、

　
だ
い
が
く

　

大
墾
倒
傾
し
て
華
堅
奔
る
。

　
偶
さ
此
の
奇
に
封
し
て
遊
び
倦
み
易
し
。

　
　
　
お
う
し
う
　
　
は
ん

　

山
水
雁
酬
の
煩
に
堪
へ
ず
。

（脚
韻
上
平
声
＝
1
1
1
兀
、
蹟
・
奔
・
煩
）

【語
注
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
ば
　
き
　
　
い
ふ

o

l
峰
高
揖
萬
峰
躁
…
「
揖
」
は
両
手
を
組
ん
で
会
釈
す
る
。
『
論
語
』
述
而
に
「
揖
巫
馬
期
而
進
之
。
（
巫
馬
期
を
揖
し
て
之
を

進
む
。
）
」
と
あ
る
。
三
鹸
堂
の
あ
っ
た
八
石
山
に
は
い
く
つ
か
峰
が
あ
る
。
そ
の
眺
望
を
詠
っ
て
い
る
。

o
大
塾
倒
傾
華
塾
奔
…
「
墾
」
は
谷
。
大
き
な
谷
が
さ
ら
に
小
さ
な
谷
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
さ
ま
。
そ
の
谷
か
ら
流
れ
る
川
が

や

が
て
大
き
な
川
へ
と
流
れ
込
む
こ
と
に
な
る
。

o

偶
封
此
奇
遊
易
倦
…
「
倦
」
は
う
む
。
疲
労
す
る
。
つ
か
れ
る
。
「
易
」
は
～
し
や
す
い
。
簡
単
に
～
し
が
ち
だ
。
気
軽
な
山

遊
び
の

つ
も
り
だ
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
自
然
の
景
観
に
接
し
て
遊
び
の
気
分
は
し
ぼ
ん
で
し
ま
っ
た
。

o
山
水
雁
酬
…
「
山
水
」
は
山
と
川
。
「
鷹
酬
」
は
接
待
す
る
、
応
対
す
る
。
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【現
代
語
訳
】

山
あ
そ
び
　
そ
の
二

1
つ
の
山
は
高
く
そ
び
え
て
、
多
く
の
山
に
会
釈
し
て
座
り
、

大
き
な
谷
は
切
り
立
ち
、
小
さ
な
谷
が
い
く
つ
も
続
い
て
川
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。

た
ま
た
ま
こ
の
珍
し
さ
を
前
に
し
て
遊
び
の
気
分
は
し
ぼ
ん
で
し
ま
っ
た
。

山
と
川
と
が
織
り
な
す
景
色
を
見
て
い
て
疲
れ
て
し
ま
っ
た
。

山
遊
絶
句
　
そ
の
三

徐
行
就
麓
入
中
林

左
右
雨
山
相
封
嵌

莫
是
谷
神
玄
牝
窟

日
中
無
影
自
深
深

　

徐
行
麓
に
就
き
て
中
林
に
入
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か

　

左
右
の
雨
山
相
封
し
て
鋏
し
。

　
　
　
こ
く
し
ん
げ
ん
び
ん
　
く
つ

　

是
れ
谷
祠
玄
牝
の
届
な
る
莫
か
ら
ん
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
つ
か

　

日
中
影
無
く
し
て
自
ら
深
深
た
り
。

（脚
韻
下
平
声
一
二
侵
、
林
・
鋏
・
深
）

【語
注
】

o

入
中
林
…
「
中
林
」
は
林
の
中
、

に
入
る
。
）
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん

o
雨
山
相
封
嵌
…
「
嵌
」
は
高
い
。

林
中
。
『
周
易
』
に
屯
に
「
即
鹿
無
虞
、
惟
入
干
林
中
。

『左
伝
』
僖
公
三
十
二
年
の
杜
注
に
「
雨
山
相
封
嵌
。

　
　
　
　
　
ぐ

（鹿
に
即
く
に
虞
無
く
、

惟
だ
林
中

　
　
　
　
　
　
た
か

（雨
山
相
封
し
て
嵌
し
。
）
」
と
あ
る
。
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こ
く
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん
び
ん

o
谷
祠
玄
牝
届
…
『
老
子
』
第
六
章
に
「
谷
神
不
死
、
是
謂
玄
牝
。
（
谷
神
死
せ
ず
、
是
を
玄
牝
と
謂
ふ
。
）
」
と
あ
る
。

は
谷
の
空
虚
な
所
、
「
玄
牝
」
は
万
物
を
生
じ
る
本
源
。
届
は
突
き
出
て
高
い
山
の
さ
ま
。

o
深
深
…
静
か
で
か
す
か
な
さ
ま
。
奥
深
く
う
す
ぐ
ら
い
さ
ま
。

［
谷
神
」

【現
代
語
訳
】

山
あ
そ
び
　
そ
の
三

ゆ
っ
v
り
と
歩
い
て
麓
に
着
き
、
林
の
中
に
入
っ
た
。

左
右
の
山
は
高
く
向
か
い
合
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
く
し
ん
げ
ん
び
ん

こ
れ
は
さ
な
が
ら
谷
神
玄
牝
の
山
の
さ
ま
で
は
な
か
ろ
う
か
。

日
中
で
も
影
は
な
く
奥
深
く
う
す
ぐ
ら
い
。

山
遊
絶
句
　
そ
の
四

穿
過
隆
口
出
林
來

諮
似
洞
庭
鉦
野
開

吟
望
眼
明
天
蓋
庭

偏
欽
雲
夢
井
呑
才

　
あ
い
こ
う
　
　
せ
ん
く
わ

　

隆
口
を
穿
過
し
て
林
を
出
て
來
た
る
。

　
く
わ
つ
　
　
　
　
ど
う
て
い
き
よ
や

　

訟
と
し
て
洞
庭
鉋
野
の
開
v
に
似
た
り
。

　

吟
望
眼
明
な
り
、
天
の
蓋
く
る
庭
。

　
ひ
と
へ
　
き
ん

　

偏

に
欽
す
、
雲
夢
井
呑
の
才
o

（脚
韻
上
平
声
一
〇
灰
、
來
・
開
・
才
）
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【語
注
】

o

穿
過
…
横
切
る
、
通
り
抜
け
る
。
突
き
き
る
。

。

諮
…
か
ら
っ
と
開
け
て
広
い
。
前
出
（
「
秋
晩
」
巻
九
）

o

洞
庭
鍾
野
…
洞
庭
は
洞
庭
湖
。
湖
北
省
、
湖
南
省
に
ま
た
が
る
。
鉦
野
は
沢
の
名
。
山
東
省
鍾
野
県
の
北
に
あ
っ
た
。
『
千
字

　
　
　
　
　
こ
ん
ち
け
つ
せ
き
　
　
き
よ
や
ど
う
て
い

文
』
に
「
昆
池
碍
石
、
鉦
野
洞
庭
」
と
あ
る
。

o
吟
望
眼
明
天
蓋
虚
…
詩
を
作
ろ
う
と
し
て
景
色
を
眺
め
る
と
、
大
空
の
果
て
ま
で
は
っ
き
り
見
え
る
と
い
う
よ
う
す
。

o

偏
欽
雲
夢
井
呑
才
…
「
偏
」
は
特
別
に
。
も
っ
と
も
。
「
欽
」
は
つ
つ
し
む
。
尊
敬
す
る
。
敬
う
。
「
雲
夢
」
は
湖
北
省
、
湖
南

省
に
わ
た
る
沼
沢
地
帯
の
総
称
。
「
井
呑
」
は
合
わ
せ
容
れ
る
、
す
べ
て
容
れ
る
。
司
馬
相
如
の
「
子
虚
賦
」
に
、
「
呑
若
雲
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ん
ぼ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
か
い

者
入
九
、
於
其
胸
中
、
曾
不
幕
i
k
e
　
（
雲
夢
の
ご
と
き
者
八
九
を
呑
む
も
、
其
の
胸
中
に
於
て
、
曾
て
箒
芥
せ
ず
。
）
」
と
あ
る
。

「才
」
と
は
杜
甫
の
才
能
の
こ
と
。
『
詩
人
玉
屑
』
巻
十
四
「
胸
中
呑
幾
雲
夢
（
胸
中
に
幾
雲
夢
を
呑
む
）
」
に
「
洞
庭
天
下
牡
観
。

自
昔
騒
人
墨
客
、
題
之
者
衆
　
。
…
至
讃
子
美
詩
、
則
又
不
然
。
呉
楚
東
南
折
、
乾
坤
日
夜
浮
。
不
知
少
陵
胸
中
呑
幾
雲
夢
也
。

（洞
庭
は
天
下
の
肚
観
な
り
。
昔
よ
り
騒
人
墨
客
、
之
に
題
す
る
者
衆
し
。
…
子
美
の
詩
を
讃
む
に
至
り
て
は
、
則
ち
又
然
ら
ず
。

呉
楚
東
南

に
折
け
、
乾
坤
日
夜
浮
か
ぶ
。
少
陵
の
胸
中
に
幾
雲
夢
を
呑
む
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
）
」
と
あ
る
。
林
か
ら
視
界
の

開
け
た
所
に
出
て
き
て
詩
を
詠
も
う
と
し
た
南
城
は
、
そ
の
時
洞
庭
湖
を
前
に
し
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
詩
を
詠
ん
だ
杜
甫
の

こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
。
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【現
代
語
訳
】

　
　
　
山
あ
そ
び
　
そ
の
四

狭
い
道
を
通
り
過
ぎ
、
林
か
ら
出
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
て
い
き
ょ
や

突
然
カ
ラ
ッ
と
、
ま
る
で
洞
庭
鍾
野
に
出
た
よ
う
に
視
界
が
開
け
た
。

眺
め
を
詩
に
詠
も
う
と
す
る
と
、
大
空
の
果
て
ま
で
は
っ
き
り
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ん
ぼ
う

本
当
に
尊
敬
す
る
こ
と
だ
、
杜
甫
の
雲
夢
を
呑
む
が
こ
と
き
優
れ
た
才
能
は
。

o
　
村
笛

そ
ん
て
き

（村
笛
）

不
是
漁
翁
不
牧
童

誰
吹
山
郭
夕
陽
中

三
弄
難
非
悲
肚
曲

天
邉
飛
散
一
行
鴻

〔巻
十
〕

　

是
れ
魚
翁
な
ら
ず
牧
童
な
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
さ
ん
く
わ
く

　

誰
か
吹
く
、
山
郭
夕
陽
の
中
。

　

三
弄
悲
肚
の
曲
に
非
ず
と
難
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
か
う
　
　
こ
う

　

天
邉
飛
び
散
ず
、
一
行
の
鴻
。

（脚
韻
上
平
声
一
束
、
童
・
中
・
鴻
）

【語
注
】

o
漁
翁
…
漁
師
の
お
や
じ
。
柳
宗
元
の
「
漁
翁
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

暁
に
清
湘
を
汲
み
楚
竹
を
燃
く
）
。
」
と
あ
る
。

「泡
翁
夜
傍
西
巌
宿
　
暁
汲
清
湘
燃
楚
竹

　
　
　
　
せ
い
が
ん

（泡
翁
夜
西
巖
に
傍
ひ
て
宿
る
、
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し
や
も
ん

o
牧
童
…
牛
飼
い
の
少
年
。
牧
畜
を
行
う
子
ど
も
。
杜
牧
の
「
清
明
」
に
「
借
問
酒
家
何
庭
有
　
牧
童
遙
指
杏
花
村
（
借
問
す
、

酒
家
何
れ
の
庭
に
か
有
る
。
牧
童
遙
か
に
指
さ
す
、
杏
花
村
。
）
」
と
あ
る
。

o

山
郭
…
山
村
。
や
ま
ざ
と
。
杜
牧
の
「
江
南
春
（
江
南
の
春
）
」
に
「
千
里
鶯
暗
緑
映
紅
　
水
村
山
郭
酒
旗
風
（
千
里
鶯
暗
き

　
み
ど
り

て

緑
紅
に
映
ず
。
水
村
山
郭
、
酒
旗
の
風
。
）
」
と
あ
る
。

o

天
邉
飛
散
一
行
鴻
…
「
弄
」
は
楽
器
を
演
奏
す
る
。
「
天
邉
」
は
大
空
の
ほ
と
り
、
空
の
果
て
。
ま
た
遠
隔
の
地
o
杜
甫
の
「
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
　
う
る
ほ

月
」
に
「
天
邉
長
作
客
　
老
去
一
雷
巾
（
天
邉
長
く
客
と
作
り
、
老
去
っ
て
一
に
巾
を
需
す
。
）
」
と
あ
る
。
悲
し
い
曲
が
吹
か

れ

た
こ
と
で
、
ヒ
シ
ク
イ
は
散
り
散
り
に
空
の
果
て
に
飛
ん
で
行
っ
た
。

【現
代
語
訳
】

　
　
　
村
の
笛

漁
翁
で
は
な
い
し
牧
童
で
も
な
い
。

い
っ

た
い
誰
が
吹
い
て
い
る
の
か
、
夕
陽
が
さ
す
山
里
の
中
で
o

三
回
曲
が
吹
か
れ
る
と
悲
壮
の
曲
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
に
、

大
空
で
散
り
散
り
に
飛
ん
で
行
っ
た
よ
、
一
行
の
ヒ
シ
ク
イ
た
ち
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
せ
き
せ
ん
じ
や
う

　
o
　
鯖
石
川
上
作
（
鯖
石
川
上
の
作
）
〔
巻
十
〕
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四

時
閑
翫
莫
如
秋

吟
笠
荷
來
又
喚
舟

丹
碧
規
燈
山
益
飾

晴
煙
繰
繰
水
明
棲

平
川
暖
野
宜
移
歩

釣
渚
ざ
林
似
待
遊

日
逼
崎
磁
容
易
晩

除
光
未
蓋
且
蹄
休

　
　
　
　
か
ん
ぐ
わ
ん

　

四
時
の
閑
翫
、
秋
に
如
く
は
莫
し
。

　
ぎ
ん
り
う

　

吟
笠
荷
ひ
來
り
て
又
舟
を
喚
ぶ
。

　
た
ん
ぺ
き
ニ
ん
く
わ
う
　
　
　
　
や
ま

　

丹
碧
規
煙
と
し
て
山
飾
を
益
し
、

　
　
　
へ
う
へ
う
　
　
　
　
　
み
ず

　

晴
煙
繰
繧
と
し
て
水
棲
に
明
ら
か
な
り
。

　
　
へ
い
せ
ん
く
わ
う
や

　

平
川
膿
野
宜
し
く
歩
を
移
す
べ
く
、

　
て
う
し
よ
よ
く
り
ん

　

釣
渚
ざ
林
遊
び
を
待
つ
に
似
た
り
。

　
　
え
ん
し
　
　
せ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　

日
崎
磁
に
逼
り
て
容
易
に
晩
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　

飴
光
未
だ
霊
き
ざ
る
に
、
且
た
蹄
休
せ
ん
。

（脚
韻
下
平
声

＝
尤
、
秋
・
舟
・
棲
・
遊
・
休
）

【語
注
】

o

鯖
石
川
…
三
除
堂
の
あ
っ
た
南
条
村
を
流
れ
る
川
。
日
本
海
に
注
ぐ
。
釣
り
が
好
き
だ
っ
た
南
城
は
よ
く
こ
の
川
で
魚
釣
り
を

し
て
い
た
。

e

閑
翫
…
ひ
ま
な
さ
ま
。
の
ん
び
り
と
遊
ぶ
。

o

丹
碧
恨
煙
山
益
飾
…
「
丹
碧
」
は
赤
と
青
。
「
恨
煙
」
は
か
が
や
く
。
赤
や
青
の
花
が
咲
い
て
山
が
美
し
く
か
が
や
い
て
い
る

よ
う
す
。

o
晴
煙
繧
繰
水
明
模
…
「
晴
煙
」
は
晴
れ
た
日
の
か
す
み
。
「
煙
」
は
煙
状
の
も
の
。
雲
、
霧
、
も
や
。
銭
起
の
「
酬
長
孫
繹
藍

渓
寄
杏
（
長
孫
繹
の
藍
渓
に
て
杏
を
寄
す
に
酬
ゆ
）
」
に
「
清
香
和
宿
雨
　
佳
色
出
晴
煙
（
清
香
宿
雨
に
和
し
、
佳
色
晴
煙
に

出
づ
）
。
」
と
あ
る
。
「
標
繧
」
は
軽
く
挙
が
る
さ
ま
。
ひ
る
が
え
る
。
霞
が
浮
か
び
、
鯖
石
川
の
流
れ
が
高
殿
を
映
す
よ
う
に
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明
ら
か
だ
と
い
う
情
景
。

o

平
川
暖
野
宜
移
歩
…
「
平
川
」
は
平
坦
な
川
。
平
ら
で
静
か
に
流
れ
る
川
や
、
広
々
と
し
た
野
原
は
散
策
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど

よ
い
と
い
う
こ
と
。

o

釣
渚
ざ
林
…
「
釣
渚
」
は
魚
を
釣
り
し
て
楽
し
む
こ
ろ
。
「
ざ
林
」
は
人
々
が
鳥
を
射
る
は
や
し
。
南
朝
宋
、
飽
昭
の
「
蕪
城

　
　
　
ぶ
じ
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
り
ん
て
う
し
よ
　
く
わ
ん

賦

（蕪
城
の
賦
）
」
に
「
ざ
林
釣
渚
之
館
（
ざ
林
釣
渚
の
館
）
」
と
あ
る
。

。
崎
磁
…
山
名
。
古
、
日
の
入
る
所
と
考
え
ら
れ
た
山
。
『
山
海
経
』
「
西
山
経
」
に
「
西
南
三
百
六
十
里
日
崎
磁
之
山
o
　
（
西
南

三
百
六
十
里
を
嶋
磁
の
山
と
日
ふ
。
）
」
と
あ
る
。
郭
撲
注
に
「
日
没
所
入
之
山
也
（
日
没
し
て
入
る
所
の
山
な
り
）
。
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
く
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど

ま
た
『
楚
辞
』
「
離
騒
」
に
「
吾
令
義
和
餌
節
分
　
望
崎
磁
勿
迫
（
吾
義
和
を
し
て
節
を
萌
め
て
、
崎
磁
を
望
ん
で
迫
る
勿
か

ら
し
む
o
）
」
と
あ
る
。

。

饒
光
未
蓋
且
蹄
休
…
「
饒
光
」
は
日
没
後
に
残
っ
て
い
る
光
。
「
且
」
は
意
味
を
強
め
る
助
字
。
『
荘
子
』
斉
物
に
「
誰
濁
且
無

　
　
　
　
　
　
　
　
は

師
乎
。
（
誰
か
掲
り
且
た
師
無
か
ら
ん
や
。
）
」
と
あ
る
。
「
蹄
休
」
は
家
に
帰
っ
て
息
う
。
『
漢
書
』
列
伝
第
五
十
一
、
孔
光
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
く
じ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ひ

に
「
沐
日
蹄
休
、
兄
弟
妻
子
燕
語
，
終
不
及
朝
省
政
事
。
（
沐
日
蹄
休
し
、
兄
弟
妻
子
と
燕
語
し
、
終
に
朝
省
政
事
に
及
ば
ず
。
）
」

と
あ
る
。

【現
代
語
訳
】

　
　
　
さ
ば
い
し
が
わ

　
　
　
鯖
石
川
岸
辺
で
の
作

四

季
の
中
で
、
の
ん
び
り
と
遊
ぶ
の
は
秋
が
一
番
だ
。
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笠
を
か
ぶ
っ
た
者
が
歌
を
歌
い
、
荷
を
背
負
っ
て
や
っ
て
来
て
舟
を
呼
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
り
つ
こ
り
つ

赤
や
青
の
花
々
は
規
燈
と
輝
い
て
、
山
は
飾
り
を
増
し
、

　
　
　
　
　
　
ひ
よ
う
ひ
よ
う

晴
れ
た
日
の
霞
は
繰
繰
と
浮
か
ん
で
、
川
は
高
殿
に
明
ら
か
で
あ
る
。

静
か

に
流
れ
る
川
と
広
々
と
し
た
野
原
は
、
散
策
に
ち
ょ
う
ど
よ
く
、

釣
り
場
所
と
鳥
を
射
る
林
は
、
ま
る
で
遊
び
を
待
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
　
え
ん
し

日
は
崎
磁
の
山
に
近
づ
い
て
簡
単
に
暮
れ
て
ゆ
く
。

日
の
光
は
ま
だ
あ
る
が
、
さ
あ
家
に
帰
っ
て
休
む
こ
と
に
し
よ
う
。

o
　
雪
景

Aξ盲せ

ヨつ
且け
兄い

v

積
雪
華
山
鶴
鶴
松

晴
來
却
似
白
雲
封

天
色
難
青
難
染
水

玄
波
鱗
起
作
盧
龍

〔巻
十
〕

　

積
雪
の
華
山
、
鶴
鶴
た
る
松
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う

　

晴
來
た
り
却
っ
て
白
雲
の
封
ず
る
に
似
た
り
。

　

天
色
青
し
と
難
も
水
を
染
め
難
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
う
り
よ
う

　

玄
波
鱗
起
し
て
盧
龍
を
作
す
。

（脚
韻
上
平
声
二
冬
、
松
・
封
・
龍
）

【語
注
】

。

鶴
鶴
…
白
く
て
光
沢
が
あ
る
さ
ま
。
『
孟
子
』
梁
恵
王
上
に
「
王
在
露
囹
、
塵
鹿
仮
伏
、

　
　
　
　
　
　
い
う
ろ
く
　
　
　
　
　
と
こ
ろ

在
れ
ば
、
塵
鹿
伏
す
る
仮
、
塵
鹿
濯
濯
た
り
。
白
鳥
鶴
鶴
た
り
。
）
」
と
あ
る
。

塵
鹿
濯
濯
。
白
鳥
鶴
鶴
。

　
　
れ
い
い
う

（王
露
圃
に
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く
わ
ん
ば
う

o

白
雲
…
白
い
雲
。
『
毛
詩
』
小
雅
「
白
華
」
に
「
英
英
白
雲
　
露
彼
菅
茅
（
英
英
た
る
白
雲
、
彼
の
菅
茅
に
露
す
）
。
」
と
あ
る
。

o

封
…
つ
く
、
付
着
す
る
。

o
玄
波
…
冬
の
時
期
の
黒
々
と
し
た
波
。
『
旧
唐
書
』
列
傳
第
四
十
、
朱
敬
則
伝
に
「
然
後
決
玄
波
使
横
流
、
揚
薫
風
以
高
扇
。
（
然

る
後
玄
波
を
決
し
て
横
流
せ
し
め
、
薫
風
を
揚
ぐ
る
に
高
扇
を
以
て
す
。
）
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
う
か
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
ぽ
く
わ
ん

。

鱗
起

…
晋
、
郭
撲
の
「
遊
仙
詩
」
七
首
、
其
の
1
1
　
L
，
　
r
間
閨
西
南
來
　
潜
波
換
鱗
起
（
間
閨
西
南
よ
り
來
り
、
潜
波
換
と
し

て
鱗
の
ご
と
起
る
。
）
」
と
あ
る
。

o

作
盧
龍
…
「
三
余
集
」
割
注
に
「
沈
括
云
、
北
方
名
黒
水
爲
盧
龍
（
沈
括
云
ふ
、
北
方
黒
水
を
名
づ
け
て
盧
龍
と
爲
す
と
）
。
」

と
あ
る
。
『
夢
渓
筆
談
』
巻
二
十
四
　
雑
誌
一
に
「
余
奉
使
、
嘗
帳
宿
其
下
。
山
長
藪
十
里
、
土
石
皆
紫
黒
、
似
今
之
磁
石
。

有
水
出
其
下
、
所
謂
黒
水
也
。
胡
人
言
黒
水
原
下
委
高
、
水
曾
逆
流
。
余
臨
視
之
、
無
此
理
、
亦
常
流
耳
。
山
在
水
之
東
。
大

底
北
方
水
多
黒
色
、
故
有
盧
龍
郡
。
北
人
謂
水
為
龍
、
盧
龍
即
黒
水
也
。
（
余
奉
使
し
、
嘗
て
帳
し
て
其
の
下
に
宿
す
。
山
長

敷
十
里
、
土
石
皆
紫
黒
な
り
、
今
の
磁
石
に
似
る
。
水
の
其
の
下
に
出
つ
る
有
り
、
所
謂
黒
水
な
り
。
胡
人
言
ふ
、
黒
水
の
原

下
委
高
、
水
曾
て
逆
流
す
。
余
臨
み
て
之
を
視
る
に
、
此
の
理
無
し
、
亦
常
流
の
み
。
山
は
水
の
東
に
在
り
。
大
底
北
方
の
水

黒
色
多
し
、
故
に
盧
龍
郡
有
り
。
北
人
水
を
謂
ひ
て
龍
と
為
す
、
盧
龍
は
即
ち
黒
水
な
り
。
）
」

【現
代
語
訳
】

　
　
　
雪
景
色

雪
が
積
も
り
、
山
々
に
は
松
が
白
く
光
っ
て
い
る
。
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晴
れ
た
景
色
の
中
で
、
か
え
っ
て
白
雲
が
付
い
て
い
る
よ
う
だ
。

空
の
色
は

青
い
が
川
の
水
を
染
め
る
の
は
む
ず
か
し
い
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
り
よ
う

黒

々
と
し
た
波
が
鱗
の
よ
う
に
起
こ
り
、
盧
龍
と
な
っ
て
い
る
。

【補
説
】

　
こ
の
詩
は
典
故
を
使
っ
て
い
る
の
で
訳
し
た
も
の
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
。
し
か
し
、
訳
を
詳
し
く
書
く
と
詩
の
味
わ
い
が
そ
こ

な
わ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
に
説
明
を
加
え
る
。
こ
の
詩
は
題
名
の
と
お
り
雪
景
色
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
こ
は
鯖
石
川
が
流
れ
る
南
条

村
の

田
園
で
あ
る
。
『
夢
渓
筆
談
』
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
北
方
で
は
土
石
が
皆
紫
黒
な
の
で
、
川
は
黒
く
な
る
こ
と
が
多
い
。
盧
龍
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
り
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ば
い
し
が
わ

は
そ
う
い
う
川
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
盧
龍
と
言
え
ば
黒
水
を
指
す
。
南
城
は
冬
の
鯖
石
川
の
川
面
が
黒
く
見
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
典

故

に
よ
っ
て
黒
水
の
意
味
で
盧
龍
と
言
い
、
波
を
鱗
と
喩
え
た
の
で
あ
る
。
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o
　
雪
中
到
嘉
納
作

　
　
　
か
の
う

（雪
中
嘉
納
に
到
る
の
作
）

〔巻
十
〕

天
埋
肢
澤
作
平
夷

脚
下
坦
然
軟
玉
堤

雪
行
殊
勝
泥
途
悪

寒
景
却
添
風
致
奇

皓
皓
嶺
松
連
白
鶴

　
ひ
た
く

天
破
澤
を
埋
づ
め
て
平
夷
と
作
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
ぎ
よ
く
ち

脚
下
坦
然
た
り
、
軟
玉
塀
。

雪
行
殊
に
泥
途
の
悪
し
き
に
勝
れ
り
。

寒
景
却
っ
て
風
致
を
添
へ
て
奇
な
り
。

か
う
か
う

皓
皓
た
る
嶺
松
、
白
鶴
を
連
ぬ
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す
ゐ
　
　
げ
ん
ち

明
明
野
水
臥
玄
蜻
　
　
　
明
明
た
る
野
水
、
玄
蜻
を
臥
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ
ら
　
　
あ
た
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま

回
頭
宛
想
仙
人
鳥
　
　
　
頭
を
回
し
て
宛
も
想
ふ
、
仙
人
の
鴬
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

一
顯
微
埃
曽
不
縄
　
　
　
一
鮎
の
微
埃
曽
て
描
せ
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
脚
韻
上
平
声
四
支
、
夷
・
塀
・
奇
・
璃
・
描
）

　
　

【語
注
】

　
　
o
嘉
納
…
加
納
と
も
書
く
。
前
出
（
「
加
納
に
し
て
入
谷
山
を
望
む
」
巻
九
）
。

　
　
o
肢
澤
…
さ
わ
、
ぬ
ま
。
貯
水
池
。
破
は
つ
つ
み
、
池
。

　
　
。
軟
玉
塀
…
r
玉
堤
」
は
玉
石
を
敷
い
た
石
畳
。
『
玉
台
新
詠
』
巻
五
「
擬
三
婦
」
に
「
大
婦
掃
玉
塀
　
中
婦
結
羅
帷
（
大
婦
は

　
　
　
玉
塀
を
掃
き
、
中
婦
は
羅
帷
を
結
ぶ
。
）
」
と
あ
る
。

　
　
o
風
致
…
お
も
む
き
。
お
も
し
ろ
み
。
風
趣
。
風
味
。
『
五
雑
狙
』
物
部
三
に
「
京
師
有
意
酒
、
用
慧
鼓
實
醍
之
o
淡
而
有
風
致
。

　
　
　
然
不
足
快
酒
人
之
吸
也
。
（
京
師
に
意
酒
有
り
、
慧
＋
以
の
實
を
用
ひ
て
之
を
酸
す
。
淡
に
し
て
風
致
有
り
。
然
れ
ど
も
酒
人
の

　
　
　
吸
を
快
く
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
）
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
し
す
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
が

　
　
o
皓
皓
…
き
よ
い
。
潔
白
な
さ
ま
。
『
毛
詩
』
唐
風
「
揚
之
水
」
に
「
揚
之
水
　
白
石
皓
皓
（
揚
れ
る
の
水
、
白
石
皓
皓
た
り
。
）
」

　
　
　
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ば
い
し
が
わ

　
　
o
明
明
野
水
臥
玄
蜻
…
「
明
明
」
は
非
常
に
明
か
な
さ
ま
。
「
野
水
」
は
野
原
を
流
れ
る
水
。
こ
こ
で
は
南
条
村
の
鯖
石
川
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
の
　
く
わ
ん

　
　
　
『
管
子
』
修
靡
に
「
今
使
衣
皮
而
冠
角
、
食
野
草
、
飲
野
水
、
敦
能
用
之
。
（
今
、
皮
を
衣
て
角
を
冠
し
、
野
草
を
食
べ
、
野
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
れ

　
　
　
を
飲
ま
し
め
ば
、
執
か
能
く
之
を
用
ひ
ん
。
）
」
と
あ
る
。
「
玄
璃
」
の
「
蟷
」
は
み
ず
ち
。
伝
説
上
の
角
の
な
い
黄
竜
。
『
楚
辞
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ゆ
う
し
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
き
う
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
い

　
　
　
遠
遊
に
「
玄
璃
轟
象
並
出
進
号
形
膠
此
而
蓬
蛇
（
玄
璃
巌
象
は
並
び
に
出
で
て
進
み
、
形
は
膠
此
と
し
て
蓬
蛇
た
り
。
）
」
、
王
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さ
ば
い
し
が
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ず
ち

逸
注

に
「
蜻
、
龍
類
也
。
（
蜻
は
、
龍
の
類
な
り
。
）
」
と
あ
る
。
冬
の
鯖
石
川
は
水
面
が
黒
く
見
え
る
こ
と
か
ら
「
黒
い
蝸
」

と
表
現
し
た
。
前
作
「
雪
景
」
の
詩
、
参
照
。

o
宛
…
さ
な
が
ら
。
ほ
と
ん
ど
。
ま
る
で
～
の
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
つ
　
　
　
　
　
し

。
一
鮎
微
埃
曽
不
縄
…
「
ぱ
田
糸
」
は
黒
く
な
る
。
『
論
語
』
陽
貨
に
「
不
日
白
乎
。
浬
而
不
縄
。
（
白
き
を
日
は
ず
や
。
浬
す
れ
ど
縄

せ
ず
。
）
」
と
あ
る
。
来
た
道
を
振
り
返
っ
て
雪
景
色
を
見
て
の
感
慨
。
少
し
の
黒
さ
も
残
さ
な
い
ほ
ど
の
真
っ
白
な
雪
景
色
で

あ
る
よ
う
す
。

【現
代
語
訳
】

雪
の
中
、

か

の
う

嘉
納
に
行
っ
た
時
の
作
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天
は
沢
を
埋
め
て
平
ら
に
し
た
。

足
の

下

は
平
ら
で
広
々
と
し
て
、
軟
ら
か
な
玉
石
を
敷
い
た
石
畳
の
よ
う
。

雪
の
道
を
行
く
の
は
、
と
り
わ
け
泥
道
の
悪
い
の
よ
り
ま
さ
っ
て
い
る
。

寒
々
と
し
た
景
色
は
、
か
え
っ
て
趣
が
備
わ
っ
て
す
ぐ
れ
て
い
る
。

白
v
か
が
や
v
峰
の
松
は
、
白
い
鶴
を
連
ね
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ず
ち

く
っ
き
り
と
野
を
行
く
川
は
、
黒
い
蠣
を
横
た
え
て
い
る
。

振
り
返
っ
て
景
色
を
見
る
と
ま
る
で
仙
人
の
島
の
よ
う
だ
。

ほ

ん

の
少
し
の
ほ
こ
り
も
今
ま
で
黒
く
な
っ
た
こ
と
は
な
い
の
だ
。


